
村報とつかわ 
むらづくりのキャッチフレーズ  「心身再生の郷」 【特集】 

P2～P7 平成24年度 復旧・復興予算   P8～P11 中学校の閉校   
○シリーズ復旧・復興○人事異動○お知らせ○カメラスケッチ
○十津川の森林づくり○国民年金○国保だより○村を元気にするために○人の動き

村民憲章 
１．私たちは 歴史と伝統を大切にしましょう 
１．私たちは 美しい自然を守りましょう 
１．私たちは 郷土の文化を高めましょう 
１．私たちは 豊かな人情を育てましょう 
１．私たちは 仕事に誇りを持って働きましょう 

２０１2
№６０7 4April.
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■
県
の
予
算

　

県
の
平
成
24
年
度
一
般
会
計
予
算
は
、対

前
年
度
比
2.8
％
増
の
４
，７
０
６
億
８
，１

０
０
万
円
。
地
域
の
自
立
を
図
り
、暮
ら
し

や
す
い
奈
良
を
創
る
た
め
に「
経
済
活
性
化
」

と「
く
ら
し
の
向
上
」の
従
来
の
政
策
課
題

に
、紀
伊
半
島
大
水
害
に
よ
る「
復
旧
・
復
興

計
画
」を
加
え
た
３
本
を
柱
と
し
、「
被
災
地

域
の
迅
速
な
立
ち
直
り
・
回
復
」「
地
域
の
再

た
。

　

前
年
度
に
引
き
続
き
、極
め
て
厳
し
い
財

政
状
況
で
す
が
、災
害
か
ら
の
復
旧
・
復
興
事

業
を
緊
急
の
課
題
と
位
置
づ
け
、そ
の
関
連
の

予
算
総
額
は
12
億
５
，０
０
０
万
円
余
り

（
特
別
会
計
を
含
む
）と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、村
内
の
経
済
、雇
用
対
策
に
配
慮

し
、住
民
の
福
祉
の
向
上
に
努
め
る
よ
う
、事

業
の
必
要
性
、緊
急
性
を
最
優
先
に
据
え
、予

算
編
成
し
ま
し
た
。

施
政
方
針

（
３
月
７
日
現
在
）

　

一
般
会
計
が
61
億
７
０
０
万
円
、特
別
会

計
が
24
億
７
，５
７
０
万
５
千
円
で
、前
年
度

の
当
初
予
算
に
対
し
て
、一
般
会
計
が
0.2
％
の

減
、特
別
会
計
が
16
・
５
％
の
増
と
な
り
ま
し

　

こ
の
３
つ
を
復
興
計
画
の
基
本
理
念
の
柱
と
し
て
、災
害
復
旧
復
興
関
連
事
業
を
最
優
先
に

推
進
し
、早
期
の
復
旧
・
復
興
を
目
指
し
ま
す
。

十
津
川
村
議
会
第
１
回
定
例
会
で

平
成
24
年
度
の
村
の
予
算
　　

が
決
ま
り
ま
し
た

 

復
旧・復
興
予
算

平
成
24
年
度
予
算十

津
川
村
を
愛
し
、
心
を
寄
せ
、
助
け
合
う

誇
り
あ
る
十
津
川
村
再
生
の
実
現

災
害
を
バ
ネ
に
十
津
川
村
の
活
力
を
高
め
る

一般会計
61億
700万円

大字平谷・十津川温泉周辺
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出
金
は
災
害
復
旧
費
国
庫
負
担
金
が
７
億

９
，０
２
７
万
９
千
円
と
な
り
、75
・
５
％
増

の
10
億
９
，７
０
７
万
８
千
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。
県
支
出
金
は
、ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
特

別
基
金
対
策
事
業
の
終
了
や
林
道
改
築
事
業

補
助
金
な
ど
の
減
少
で
、20
・
３
％
減
の
２
億

８
，８
９
１
万
３
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
基

金
な
ど
か
ら
の
繰
入
金
は
大
水
害
の
対
応
に

伴
い
、8.7
％
増
の
８
億
８
，０
５
３
万
５
千
円

と
な
り
ま
し
た
。

　

村
債
は
、十
津
川
中
学
校
建
設
事
業
の
完

了
な
ど
で
３
億
７
，０
２
０
万
円
と
な
り
前

年
度
比
60
・
４
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

61
億
７
０
０
万
円
、前
年
度
比
１
，１
０
０

万
円
、0.2
％
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。
特
別
会

計
は
、10
会
計
総
額
で
24
億
７
，５
７
０
万
５

千
円
、前
年
度
比
３
億
５
，０
６
４
万
７
千

円
、16
・
５
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

■
歳
入

　

一
般
会
計
の
歳
入

　

村
税
は
法
人
村
民
税
と
た
ば
こ
税
が
わ
ず

か
に
増
え
、0.2
％
増
の
６
億
６
，２
５
３
万
９

千
円
。
地
方
交
付
税
は
2.2
％
増
の
23
億
５
，

０
０
０
万
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
国
庫
支

事
業
を
最
優
先
に
早
期
の
復
旧
・
復
興
を
目

指
し
ま
す
。

　

復
興
計
画
の
基
本
理
念
は
、「
十
津
川
村
を

愛
し
、心
を
寄
せ
、助
け
合
う
」「
誇
り
あ
る
十

津
川
村
再
生
の
実
現
」「
災
害
を
バ
ネ
に
十
津

川
村
の
活
力
を
高
め
る
」こ
の
３
つ
を
柱
と
し

ま
し
た
。

　

復
興
に
向
け
た
主
要
施
策
に
は
、ま
ず
、早

急
に
対
応
す
る
も
の
と
し
て「
安
全
な
日
常

生
活
の
回
復
」「
道
路
復
旧
や
被
災
者
住
居
の

確
保
」「
雇
用
対
策
と
産
業
支
援
」な
ど
を
あ

げ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、長
期
の
期
間
を
必
要
と
す
る
も
の

と
し
て
、当
面
は
こ
こ
10
年
間
を「
災
害
に
強

い
村
づ
く
り
」と
し
て
位
置
づ
け
、「
災
害
に
強

い
イ
ン
フ
ラ
整
備
」「
安
全
な
集
落
創
造
」「
産

業
・
雇
用
の
創
出
」「
教
育
・
医
療
・
福
祉
の
充

実
」「
災
害
の
教
訓
を
後
世
へ
伝
承
」に
対
応
し

て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
平
成
24
年
度
予
算
編
成
に

は
、第
４
次
総
合
計
画
の
実
行
と
と
も
に
、災

害
復
旧
・
復
興
関
連
事
業
を
最
優
先
に
推
進

す
る
た
め
、政
策
目
標
を
次
の
よ
う
に
定
め

ま
し
た
。

一
、災
害
復
旧
・
復
興
関
連
事
業
の
推
進

二
、教
育
・
生
涯
学
習
の
推
進

三
、地
域
福
祉
の
向
上

四
、地
域
の
資
源
を
活
か
し
た
産
業
振
興

五
、生
活
環
境
・
基
盤
の
充
実

六
、行
財
政
の
再
生
、村
民
主
体
の
村
づ
く
り

　

こ
の
６
点
を
掲
げ
予
算
編
成
を
行
い
ま
し

た
。

　

平
成
24
年
度
一
般
会
計
の
予
算
総
額
は
、

生
・
再
興
」「
安
全
・
安
心
の
備
え
」を
積
極
的

に
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

大
水
害
か
ら
の
復
旧
復
興
に
対
応
す
る
た

め
の
事
業
予
算
は
、７
６
１
億
６
，８
０
０
万

円
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
村
の
予
算
編
成

　

村
は
、第
４
次
総
合
計
画
に
基
づ
き
、住
民

主
体
の
自
立
し
た
村
づ
く
り
、「
自
主
自
立
」

の
道
を
歩
む
た
め
、行
政
と
住
民
が
そ
れ
ぞ

れ
役
割
分
担
を
明
確
に
し
、「
心
身
再
生
の

郷
」を
村
づ
く
り
の
合
言
葉
に「
人
の
再
生
」、

「
地
域
の
再
生
」、「
自
然
の
再
生
」を
基
本
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、昨
年
の
大
水
害
で
大
き
な
被
害

を
受
け
た
た
め
、こ
の
災
害
復
旧
復
興
関
連

総　額

　一般会計

　特別会計

国民健康保険事業

後期高齢者医療

国民健康保険診療所事業

介護保険事業

介護サービス事業

簡易水道事業

貯木場等維持管理事業

十津川温泉事業

湯泉地温泉事業

財産区大字迫西川

財産区大字山手谷

○会計別予算規模

８５億8,270万５千円

６１億７００万円

２４億7,570万５千円

５億9,225万円

６,４６７万３千円

２億１，２３８万円

５億6,973万２千円

2,399万2千円

５億6,990万円

３億6,208万４千円

3,302万２千円

4,186万円

５８１万２千円

０円

４．1％増

０．２％減

１６．５％増

３．６％減

４．６％増

４．５％減

０．３％減

９５．７％増

２２６．２％増

６．７％減

４０．１％減

１８１．３％増

２４．７％減

１００．０％減

当初予算額 前年度比

災害復旧・復興関連事業の推進

政 策 目 標

教育・生涯学習の推進

地域福祉の向上

地域の資源を活かした産業振興

生活環境・基盤の充実

行財政の再生、村民主体の村づくり
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■
歳
出

　

予
算
の
性
質
別
内
訳

　

人
件
費
は
、村
の
主
要
事
業
や
災
害
復
旧
事

業
に
対
応
す
る
た
め
、職
員
を
増
員
し
て
採
用

す
る
こ
と
や
、退
職
手
当
組
合
負
担
率
の
引
き

上
げ
な
ど
で
6.4
％
増
の
９
億
５
，０
０
３
万
３

千
円
、物
件
費
は
消
防
常
備
化
が
完
了
し
た
こ

と
に
伴
う
委
託
料
の
減
少
な
ど
で
12
・
２
％
減

の
11
億
９
４
５
万
６
千
円
、維
持
補
修
費
は
、

4.7
％
増
の
９
２
５
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

扶
助
費
は
、2.2
％
減
の
２
億
９
，２
４
１
万
１

千
円
、補
助
費
は
、漁
業
組
合
補
助
金
の
減
や
全

般
的
な
補
助
金
の
見
直
し
な
ど
で
19
・
２
％
減

の
２
億
８
，６
６
１
万
８
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

普
通
建
設
事
業
費
は
、十
津
川
中
学
校
建

設
事
業
の
完
了
な
ど
で
、44
・
８
％
減
の
12
億

76
万
７
千
円
と
な
っ
た
も
の
の
、災
害
復
旧
事

業
費
は
、９
億
５
，９
０
４
万
４
千
円
と
大
幅

に
増
え
、こ
れ
ら
の
総
額
は
、21
億
５
，９
８

０
万
円
余
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

投
資
及
び
出
資
に
つ
い
て
は
、南
和
広
域
医

療
事
務
組
合
へ
の
出
資
が
生
じ
４
，８
８
７

万
円
が
新
た
に
増
え
、繰
出
金
は
、上
野
地
地

区
簡
易
水
道
整
備
事
業
や
湯
泉
地
温
泉
１

号
源
泉
復
旧
工
事
な
ど
で
、37
・
９
％
増
の
４

億
６
，３
４
８
万
６
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　（
災
害
復
旧
）

　「
災
害
に
強
い
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
」

　

村
道
・
林
道
・
河
川
の
災
害
復
旧
事
業
費

は
９
億
５
，９
０
４
万
４
千
円
を
計
上
、村

平成24年度当初予算
～十津川・復旧復興予算～

■教育費　　■総務費　　■民生費　　■土木費　　■公債費　　■農林水産費
■衛生費　　■消防費　　■商工費　　■議会費　　■災害復旧費　　■予備費　

平成23年度
61億1,800万円

平成24年度
61億700万円

13億9,461万7千円

9億5904万4千円

9億
3,496万1千円

9億
7,303万1千円

8億
81万1千円

5億
7,635万
8千円

5億
8,418万
9千円

4億
7,038万円

5億
9,405万
9千円

8億
3,222万9千円

6億
8,116万
1千円

5億
3,293万
2千円

5億
3,615万
4千円

5億
2,716万
7千円

4億
7,499万
9千円

3億3,554万4千円

村税 
6億6,253万
9千円

自主財源
18億7,470万9千円

依存財源
42億3,229万4千円

投資的経費
12億5,981万1千円

消費的経費
27億3,101万8千円

財産収入 
6,553万2千円

諸収入 
1億248万4千円繰入金

8億8,833万
5千円

使用料及び手数料 
1億2,953万9千円

その他
2,628万円

地方譲与税
7,400万円

その他
5,990万円維持補修費

9,250万円
扶助費

2億9,241万1千円

普通建設事業費
12億76万7千円

繰出金
4億6,348万6千円

公債費
5億8,418万9千円

積立金
1億584万6千円

補助費等
2億8,661万8千円

地方交付税
23億5,000万円

国庫支出金
10億9,707万8千円

人件費
9億5,003万
3千円

物件費
11億945万
6千円

災害復旧費
9億5,904万
4千円

村債
3億7,020万円

その他
6,265万円

県支出金
2億8,111万3千円

2億5,195万5千円 8,899万円 5,022万3千円 1,000万円

2億3,704万7千円 2億8,818万5千円 8,096万4千円 1,000万円

◎歳出の目的別分類の状況（一般会計）

■歳入
その他の経費

12億1,617万1千円

■歳出

61億
700万円

61億
700万円
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文
化
財
保
護
費
に
関
連
し
て
は
、歴
史
の

道
整
備
事
業
と
し
て
小
辺
路
の
災
害
復
旧
工

事
に
伴
う
測
量
設
計
費
や
果
無
集
落
道
の
工

事
費
を
予
算
化
し
ま
し
た
。

（
地
域
福
祉
の
向
上
）

　

少
子
高
齢
化
が
進
む
中
で
、歳
を
と
っ
て

も
地
域
で
住
み
続
け
る
こ
と
が
出
来
る
村
づ

く
り
を
推
進
す
る
た
め
、第
５
期
十
津
川
村

介
護
保
険
事
業
計
画
及
び
老
人
福
祉
計
画

を
基
本
に
、地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、居

宅
介
護
支
援
事
業
所
な
ど
関
係
機
関
と
連

携
を
図
り
、介
護
予
防
を
は
じ
め
、生
き
が
い

活
動
支
援
事
業
や
在
宅
介
護
支
援
事
業
を

継
続
し
て
展
開
し
ま
す
。

　

地
域
で
気
軽
に
集
え
る
仕
組
み
づ
く
り
を

支
援
す
る
た
め
、高
齢
者
地
域
活
動
支
援
事

業
に
１
２
４
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

南
部
３
小
学
校
の
統
合
に
つ
い
て
は
、統
合

校
を「
い
つ
、ど
こ
に
開
校
す
る
の
か
」を
平
成

23
年
度
末
ま
で
に
決
定
す
る
予
定
で
し
た

が
、災
害
な
ど
で
十
分
な
検
討
が
で
き
て
い
ま

せ
ん
。

　

現
在
、プ
レ
ハ
ブ
の
仮
校
舎
で
行
わ
れ
て
い

る
平
谷
小
学
校
、西
川
第
一
小
学
校
は
、折
立

中
学
校
、西
川
中
学
校
の
校
舎
を
改
修
し
て

そ
れ
ぞ
れ
の
校
舎
と
す
る
改
修
工
事
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、学
校
教
育
の
充
実
を
図
る
た
め
、学

校
力
ア
ッ
プ
事
業
や
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
事
業

を
継
続
し
て
行
い
ま
す
。

　

４
月
に
は
十
津
川
中
学
校
が
開
校
。
現

在
、体
育
館
と
寄
宿
舎
建
設
の
工
事
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

十
津
川
高
校
の
教
育
の
振
興
や
寄
宿
舎
の

充
実
に
対
す
る
支
援
策
に
つ
い
て
も
引
き
続

き
行
い
ま
す
。

た
、被
災
者
の
方
々
を
中
心
に
、保
健
師
に
よ

る
訪
問
活
動
を
継
続
し
て
行
い
、被
災
者
の

み
な
さ
ん
の
心
の
ケ
ア
に
努
め
ま
す
。

　「
災
害
の
教
訓
を
後
世
に
伝
承
」

　

後
世
に
災
害
を
伝
承
す
る
た
め
メ
モ
リ
ア

ル
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。

　

５
月
19
日
に
は
、お
世
話
に
な
っ
た
村
外
の

み
な
さ
ん
を
招
い
て
復
興
大
会
を
開
き
ま
す
。

午
後
に
は「
さ
だ
ま
さ
し
」さ
ん
の
復
興
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

８
月
20
日
に
は
水
害
慰
霊
祭
と
し
て
、今

回
の
災
害
犠
牲
者
の
方
々
も
あ
わ
せ
て
慰
霊

を
致
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、９
月
に
は
村
あ
げ
て
の
防
災
訓
練

を
計
画
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
事
業
予
算

と
し
て
８
５
０
万
円
余
り
を
計
上
し
て
い
ま

す
。

　

今
回
の
災
害
を
教
訓
に
地
域
防
災
計
画
の

見
直
し
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、災
害
の

記
憶
と
教
訓
を
正
確
に
後
世
に
伝
え
る
た

め
、水
害
記
録
誌
の
作
成
に
着
手
し
ま
す
。

　

災
害
時
に
給
水
車
の
必
要
性
を
痛
感
し
ま

し
た
の
で
、小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
水
槽
車
の
購

入
に
１
，４
７
４
万
８
千
円
。
各
大
字
に
配

備
を
計
画
し
て
い
る
衛
星
携
帯
電
話
の
維
持

管
理
費
と
役
場
庁
舎
へ
の
ア
ン
テ
ナ
設
置
費

用
に
５
７
０
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

災
害
復
旧
関
連
予
算
と
し
て
は
、12
億
５
，

６
７
５
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

（
教
育
・
生
涯
学
習
の
推
進
）

民
の
飲
料
水
を
確
保
す
る
た
め
、共
同
飲
料

水
供
給
施
設
設
置
事
業
や
簡
易
水
道
区
域

拡
張
事
業
、簡
易
水
道
統
合
整
備
基
本
計
画

書
作
成
事
業
な
ど
水
道
関
連
復
旧
事
業
費

と
し
て
１
億
９
，５
６
８
万
９
千
円
を
計
上

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、今
後
の
砂
利
対
策
を
検
討
す
る
た

め
、中
串
土
捨
場
整
備
計
画
書
策
定
事
業
費

と
し
て
８
０
０
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

　「
安
全
な
集
落
の
創
造
」

　

安
心
・
安
全
の
集
落
づ
く
り
を
検
討
す
る

た
め
、安
心
拠
点
整
備
計
画
策
定
事
業
と
し

て
９
４
５
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

　「
産
業
・
雇
用
の
創
出
」

　

被
災
事
業
者
の
経
営
再
建
を
図
る
災
害
復

旧
対
策
支
援
特
別
利
子
補
給
事
業
と
し
て
１
，

５
０
０
万
円
を
計
上
し
て
、平
成
23
年
度
に

引
き
続
き
事
業
者
を
支
援
し
ま
す
。

　

湯
泉
地
温
泉
１
号
源
泉
本
復
旧
事
業
費

と
し
て
、３
，１
８
０
万
円
を
計
上
し
ま
し

た
。

　

小
辺
路
の
災
害
復
旧
工
事
に
向
け
た
設
計

費
２
０
０
万
円
、復
興
支
援
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

事
業
と
し
て
、物
産
展
や
吉
野
町
・
天
川
村
と

連
携
し
た
連
泊
促
進
事
業
に
３
７
０
万
円
を

予
算
化
し
て
い
ま
す
。

　「
教
育
・
医
療
・
福
祉
の
充
実
」

　

小
原
診
療
所
で
月
２
回
土
曜
日
の
午
前
中

に
一
般
診
療
す
る
こ
と
と
し
、そ
の
費
用
と
し

て
１
５
３
万
９
千
円
を
計
上
し
ま
し
た
。
ま

村
の
木
材
を
使
っ
て
建
て
ら
れ
た
十
津
川
中
学
校
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技
術
な
ど
の
研
修
事
業
に
対
す
る
経
費
を
助
成

す
る
林
業
人
材
育
成
事
業
に
２
，０
０
０
万
円

を
予
算
化
し
、森
林
の
保
全
と
と
も
に
木
材
を

搬
出
す
る
取
り
組
み
を
支
援
し
ま
す
。

　

国
の
方
針
が
切
り
捨
て
間
伐
か
ら
搬
出
間
伐

に
移
行
す
る
た
め
、激
変
緩
和
策
と
し
て
期
限

を
切
っ
て
、林
業
従
事
者
の
雇
用
対
策
と
施
業

放
置
林
の
整
備
を
促
進
す
る
切
り
捨
て
間
伐
事

業
に
６
，４
０
０
万
円
余
り
を
予
算
化
し
ま
し

た
。

　

森
林
組
合
が
大
字
林
に
建
設
中
の
木
材
加
工

流
通
セ
ン
タ
ー
が
今
年
春
に
完
成
し
、こ
れ
か
ら

本
格
稼
働
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。
乾
燥

工
程
な
ど
を
村
内
で
行
う
こ
と
が
で
き
る
た
め
、

大
幅
な
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
図
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

　

ま
た
、こ
の
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
に
材
木
を
集
荷

す
る
事
業
と
、集
荷
さ
れ
た
材
木
を
仕
分
け
し
、

お
こ
し
な
ど
の
モ
デ
ル
地
区
を
選
定
し
て
高
齢

者
な
ど
が
活
き
活
き
と
集
う
こ
と
の
で
き
る
生

き
が
い
づ
く
り
の
場
や
中
間
施
設
の
あ
り
方
を

職
員
と
地
域
住
民
と
協
働
で
引
き
続
き
調
査

検
討
を
行
い
ま
す
。

（
林
業
・
農
業
振
興
）

　

林
業
の
振
興
、活
性
化
を
図
る
取
組
と
し
て

は
、村
有
林
を
活
用
し
た
搬
出
間
伐
や
作
業
道

開
設
を
通
じ
た
林
業
事
業
体
の
育
成
に
努
め
ま

す
。
ま
た
、林
業
経
営
の
モ
デ
ル
的
な
経
営
を

目
指
し
て
民
有
林
へ
と
波
及
さ
せ
る
取
り
組
み

の
実
施
や
林
業
従
事
者
の
雇
用
対
策
と
し
て
、

環
境
保
全
林
で
の
強
度
の
間
伐
を
実
施
し
、環

境
に
配
慮
し
た
山
林
撫
育
の
方
法
を
導
入
し
ま

す
。
こ
れ
ら
村
有
林
事
業
で
１
億
９
０
０
万
円

余
り
を
予
算
化
し
ま
し
た
。

　

民
有
林
の
振
興
策
に
つ
い
て
は
、山
か
ら
木
を

出
す
取
組
と
し
て
、山
主
だ
け
で
な
く
林
業
事

業
体
に
も
助
成
で
き
る
伐
採
奨
励
事
業
補
助
金

に
５
，０
０
０
万
円
を
計
上
。
林
業
機
械
レ
ン

タ
ル
リ
ー
ス
助
成
事
業
は
、高
性
能
林
業
機
械

に
加
え
、従
来
か
ら
利
用
し
て
い
る
林
業
機
械

も
リ
ー
ス
対
象
と
し
、補
助
率
も
こ
れ
ま
で
の
２

分
の
１
か
ら
３
分
の
２
に
引
き
上
げ
１
，２
０

０
万
円
を
予
算
化
し
ま
し
た
。

　

十
津
川
材
の
価
格
安
定
化
や
安
定
供
給
を
目

指
す
た
め
、作
業
道
整
備
事
業
に
対
す
る
補
助

金
６
４
２
万
円
、林
業
事
業
体
を
強
化
育
成
す

る
た
め
、村
外
か
ら
人
材
の
派
遣
を
受
け
、提
案

型
の
林
業
経
営
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、搬
出

　

南
和
地
域
の
医
療
体
制
を
整
備
す
る
た
め
、

南
和
広
域
医
療
事
務
組
合
が
設
立
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
組
合
出
資
金
と
事
務
負
担
金
に
５
，

３
３
５
万
１
千
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、病
気
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
は
、健

康
寿
命
の
延
伸
や
医
療
費
を
抑
制
さ
せ
る
た
め

に
も
大
変
重
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
特
定
健

康
診
査
の
受
診
率
を
向
上
さ
せ
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
今
年
度
に
引
き
続
き
、土
・
日
の
健
診
の

実
施
や
受
診
負
担
金
の
軽
減
措
置
を
行
う
と

と
も
に
、積
極
的
な
広
報
や
受
診
勧
誘
を
行
い
、

受
診
率
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

　

高
齢
化
で
集
落
の
維
持
が
困
難
な
地
域
も
現

れ
、元
気
な
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
い

つ
ま
で
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
施
策
が
重
要
で

す
。
生
き
が
い
対
策
、地
域
の
見
守
り
、地
域　

は
い
積
す
る
事
業
に
総
額
で
１
，８
０
０
万
円

を
計
上
し
ま
し
た
。

　

橿
原
ア
ル
ル
に
建
設
中
の
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
の

管
理
運
営
と
、商
品
の
展
示
販
売
な
ど
情
報
発

信
や
消
費
者
ニ
ー
ズ
の
情
報
収
集
に
対
応
す
る

十
津
川
材
情
報
発
信
拠
点
整
備
事
業
に
９
１

７
万
円
、ま
た
、流
通
促
進
イ
ベ
ン
ト
や
フ
ォ
ー

ラ
ム
・
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
開
催
す
る
十
津
川
材

販
売
促
進
事
業
に
５
０
０
万
円
、村
産
材
の
利

用
量
に
応
じ
て
ポ
イ
ン
ト
化
し
、村
の
商
品
に
還

元
す
る
他
町
村
に
例
の
な
い
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ポ

イ
ン
ト
制
度
の
導
入
を
調
査
研
究
す
る
た
め
に

２
０
０
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
事
業
は
、６
次
産
業
化
に
つ
な
が
り
、

十
津
川
の
取
り
組
み
が
消
費
者
の
共
感
を
得

て
、木
材
の
消
費
を
通
じ
て
、消
費
者
が
十
津
川

の
森
林
づ
く
り
に
参
加
す
る
と
い
う
循
環
を
目

指
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

６
次
産
業
化
の
取
り
組
み
は
、村
の
未
来
、村

の
存
亡
を
か
け
た
も
の
で
、関
係
機
関
と
連
携

を
図
り
、結
果
・
成
果
を
出
す
べ
く
一
層
の
努
力

を
傾
注
し
ま
す
。

　

農
業
関
係
で
は
、村
独
自
の
伝
統
野
菜
を
特

産
品
化
す
る
た
め
、十
津
川
伝
統
野
菜
普
及
事

業
に
30
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

鳥
獣
害
被
害
対
策
に
つ
い
て
は
、鹿
な
ど
害

獣
に
よ
る
農
作
物
へ
の
被
害
を
防
止
す
る
た
め
、

個
体
数
を
減
少
さ
せ
る
対
策
や
猟
友
会
十
津
川

支
部
に
委
託
し
て
新
た
な
狩
猟
免
許
所
持
者
を

確
保
す
る
た
め
の
取
組
を
引
き
続
き
行
い
ま

す
。
こ
れ
ら
鳥
獣
害
対
策
関
連
費
用
に
２
，７

３
０
万
円
余
り
を
計
上
し
ま
し
た
。

づ
み

ぶ  

い
く

も　

り
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計
画
の
策
定
費
に
６
４
０
万
５
千
円
を
計
上

し
て
い
ま
す
。

（
行
財
政
の
再
生
、村
民
主

体
の
村
づ
く
り
）

　

大
水
害
に
よ
る
大
き
な
被
害
を
受
け
て
、

激
甚
災
害
指
定
は
受
け
た
も
の
の
、道
路
や
河

川
・
山
腹
崩
壊
の
小
規
模
な
災
害
は
、村
単
独

で
の
対
応
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、復
興
に
向
け

て
も
財
政
的
に
大
き
な
負
担
が
考
え
ら
れ
る

た
め
、国
に
対
し
て
特
別
交
付
税
に
算
入
す
る

た
め
に
要
望
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、更
に
厳
し
い
財
政
状
況
と
な
る
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
が
、財
源
を
確
保
し
つ
つ
見
直

す
べ
き
は
見
直
し
を
行
い
、行
財
政
改
革
に
努

め
ま
す
。

　

ま
た
、村
民
の
み
な
さ
ん
と
の
積
極
的
な
情

報
交
換
の
機
会
を
設
け
、み
な
さ
ん
の
協
力
・

支
援
を
得
な
が
ら
、自
主
自
立
を
基
本
に
結

果
・
成
果
を
出
す
行
政
運
営
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。

川
分
署
の
開
署
で
、大
塔
分
署
と
２
箇
所
で
全

村
を
管
轄
し
て
い
ま
す
。
安
心
安
全
を
確
保
す

る
こ
れ
ら
常
備
消
防
費
に
１
億
３
，８
６
０
万

円
余
り
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

近
い
将
来
発
生
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
東
南

海
・
南
海
地
震
に
備
え
る
た
め
、計
画
的
な
公

共
施
設
の
耐
震
化
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

役
場
庁
舎
と
小
原
診
療
所
の
耐
震
診
断
結
果

を
受
け
て
、耐
震
化
等
改
修
工
事
設
計
費
に

３
，１
６
０
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。
耐
震

化
工
事
に
加
え
て
、木
材
を
使
用
し
た
パ
ッ
シ

ブ
化
に
よ
る
省
エ
ネ
化
も
含
め
た
設
計
を
行

い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

携
帯
電
話
等
エ
リ
ア
整
備
事
業
で
は
、玉

置
山
地
区
で
の
基
地
局
整
備
を
予
定
し
て
い

て
、こ
の
事
業
に
９
０
０
万
円
を
計
上
し
て
い

ま
す
。

　

集
落
周
辺
の
立
木
伐
採
を
行
う
集
落
環
境

整
備
事
業
を
引
き
続
き
行
い
、集
落
環
境
の

改
善
に
努
め
ま
す
。

　

水
道
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
は
、今
回
の

台
風
に
よ
り
各
所
で
取
水
施
設
が
大
き
な

被
害
を
受
け
ま
し
た
。
各
集
落
で
生
活
す

る
上
で
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
生
活
用
水

を
確
保
す
る
た
め
、共
同
飲
料
水
供
給
施
設

設
置
事
業
に
４
，６
５
０
万
７
千
円
、上
野

地
地
区
簡
易
水
道
事
業
費
に
２
億
２
，３

０
９
万
４
千
円
、高
森
地
区
へ
の
簡
易
水
道

拡
張
工
事
に
１
億
５
，６
４
３
万
２
千
円
を

計
上
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、大
字
山
崎
等
災

害
被
災
地
へ
の
簡
易
水
道
新
設
工
事
に
伴
う

許
認
可
申
請
の
策
定
費
に
９
４
５
万
円
、大

字
重
里
な
ど
被
災
地
の
水
道
復
旧
整
備

業
・
生
活
・
福
祉
を
支
え
る「
命
の
道
」と
の
観
点

か
ら
、災
害
に
強
い
道
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
、道
路
関
係
の
災
害
復
旧
事
業
予
算
を
優
先

し
て
配
分
し
て
い
ま
す
。

　

長
殿
地
内
の
国
道
１
６
８
号
バ
イ
パ
ス「
長

殿
道
路
」の
事
業
化
の
内
示
を
受
け
、平
成
24
年

度
か
ら
こ
の
整
備
予
定
区
間
の
地
籍
調
査
業
務

に
着
手
す
る
た
め
１
，０
６
０
万
円
を
計
上
し

ま
し
た
。

　

五
條
土
木
事
務
所
十
津
川
復
旧
復
興
課
建

設
予
定
地
へ
の
取
付
道
路
の
開
設
が
行
わ
れ
る

予
定
と
な
り
ま
し
た
の
で
、旧
上
野
地
小
学
校

校
舎
の
解
体
工
事
費
に
６
，８
８
０
万
円
を
計

上
し
て
い
ま
す
。

　

救
急
体
制
の
整
備
充
実
と
消
防
予
防
業
務
に

つ
い
て
は
、昨
年
11
月
28
日
に
五
條
消
防
十
津

（
観
光
振
興
）

　

観
光
事
業
関
係
の
施
策
で
は
、昨
年
の
災
害

に
よ
る
風
評
被
害
を
払
拭
す
る
た
め
、積
極
的

観
光
Ｐ
Ｒ
を
展
開
し
、復
興
支
援
観
光
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
と
し
て
、観
光
Ｐ
Ｒ
を
兼
ね
た

物
産
展
を
大
阪
や
東
京
、県
内
で
開
催
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、吉
野
町
、天
川
村
と
連
携

し
た
圏
域
内
で
の
連
泊
を
促
す
プ
ラ
ン
の
造
成

な
ど
を
行
う
県
南
部
復
興
共
同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

事
業
費
と
あ
わ
せ
て
３
７
０
万
円
を
予
算
化
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、地
域
産
業
の
活
性
化
応
援
補
助
事
業

に
新
た
に
観
光
客
誘
客
事
業
枠
２
０
０
万
円
を

設
け
て
、公
募
方
式
で
観
光
関
連
者
か
ら
の
企

画
・
提
案
に
助
成
し
ま
す
。

　

都
市
部
な
ど
か
ら
の
交
流
者
を
受
け
入
れ

て
、伝
統
文
化
を
体
験
す
る
交
流
施
設
と
し
て
、

ま
た
、地
域
活
動
の
継
承
施
設
、食
文
化
を
体
験

す
る
地
産
地
消
提
供
施
設
と
し
て
、武
蔵
地
区

の
旧
学
校
施
設
を
改
修
す
る
費
用
２
，７
８
４

万
円
余
り
を
予
算
化
し
ま
し
た
。

　

商
工
会
・
観
光
協
会
と
協
力
し
て
、な
お
一
層

の
産
業
振
興
・
観
光
振
興
に
取
り
組
み
ま
す
。

（
イ
ン
フ
ラ
整
備
）

　

道
路
関
係
の
整
備
で
は
、村
道
、林
道
、農
道

の
整
備
事
業
の
ほ
か
、生
活
道
路
整
備
事
業
補

助
や
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業
負
担
金
な
ど
、

６
億
１
，５
０
０
万
円
余
り
を
計
上
す
る
と
と

も
に
、災
害
復
旧
事
業
と
し
て
９
億
５
，９
０
０

万
円
余
り
を
計
上
し
て
い
ま
す
。
道
路
は
、産

他市町村の支援で
行われた給水活動

事業化内示を受けた長殿道路
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40
年
以
上
に
わ
た
り
多
く
の
卒
業

生
を
輩
出
し
て
き
た
上
野
地
中
学
校
、

小
原
中
学
校
、折
立
中
学
校
、西
川
中

学
校
。歴
史
と
伝
統
を
刻
ん
で
き
た
そ

の
４
校
が
、学
校
統
合
の
た
め
３
月
31

日
に
閉
校
を
迎
え
ま
し
た
。

村立上野地中学校・小原中学校
折立中学校・西川中学校が閉校

歴史に節目、次代につなぐ

閉
校
式
・

　
閉
校
の
集
い

住民ホールで行われた小原中学校閉校式の様子

上野地中学校閉校式の様子
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特集
閉校

障
す
る
た
め
に
、学
校
統
合
は
村
の
教

育
改
革
と
位
置
づ
け
学
校
統
合
を
進

め
て
い
ま
す
。
統
合
し
て
誕
生
す
る

十
津
川
中
学
校
を
村
で
唯
一
の
中
学

校
と
し
て
教
育
の
充
実
、発
展
に
最
大

限
支
援
し
て
い
き
ま
す
」と
延
べ
、そ
の

後
、関
係
者
の
あ
い
さ
つ
が
行
わ
れ
、校

旗
が
、生
徒
代
表
、学
校
長
、玉
置
教

育
委
員
長
を
経
て
更
谷
村
長
に
返
還

さ
れ
ま
し
た
。

　

生
徒
代
表
あ
い
さ
つ
で
は
、「
学
舎
に

は
思
い
出
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
こ

の
校
舎
で
歴
史
や
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、

卒
業
を
迎
え
た
か
っ
た
で
す
。
し
か

し
、悲
し
い
こ
と
ば
か
り
で
は
な
く
、先

輩
た
ち
が
つ
く
り
あ
げ
て
き
た
よ
う

に
、私
た
ち
も
新
し
い
学
校
で
一
か
ら

歴
史
を
つ
く
り
上
げ
て
い
く
こ
と
が
で

き
ま
す
」と
在
校
生
が
力
強
く
述
べ
ま

し
た
。

　

最
後
は
、出
席
者
全
員
で
校
歌
を
斉

唱
し
、式
典
が
終
わ
り
ま
し
た
。

　

式
典
後
に
学
校
主
催
で
行
わ
れ
た

「
閉
校
の
集
い
」で
は
、懐
か
し
い
映
像

が
放
映
さ
れ
、ま
た
、歴
代
教
職
員
や

卒
業
生
が
思
い
出
を
語
り
ま
し
た
。

　

母
校
と
の
別
れ
を
惜
し
み
、級
友
と

思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
る
姿
が
、学

び
舎
の
あ
ち
こ
ち
で
見
ら
れ
ま
し
た
。

◆
上
野
地
中
学
校

【
昭
和
40
年
】▼
五
百
瀬
小
学
校
に
併

設
の
十
津
川
第
一
中
学
校
五
百
瀬
分

校
を
吸
収
合
併
す
る【
昭
和
41
年
】▼

十
津
川
第
一
中
学
校
、十
津
川
第
二
中

学
校
が
廃
校
し
上
野
地
中
学
校
▼
旧

十
津
川
第
二
中
学
校
区
の
生
徒
が
寮

生
活
を
開
始

れ
の
歴
史
と
伝
統
を
継
承
・
発
展
さ

せ
、村
の
特
性
を
生
か
し
た
教
育
を
推

進
し
ま
す
。
閉
校
す
る
母
校
の
伝
統

や
誇
り
、そ
こ
で
培
わ
れ
た
教
育
は
、

み
な
さ
ま
の
中
に
永
遠
に
生
き
続
け
て

い
く
と
固
く
信
じ
て
い
ま
す
」と
閉
校

宣
言
を
述
べ
ま
し
た
。

　

玉
置
教
育
委
員
長
の
告
辞
で
は「
生

徒
の
減
少
は
、集
団
の
中
で
切
磋
琢
磨

し
、自
己
を
磨
き
向
上
さ
せ
る
こ
と
や

友
人
関
係
か
ら
学
ぶ
機
会
を
減
ら
す

こ
と
に
つ
な
が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
生

徒
に
よ
り
望
ま
し
い
教
育
環
境
を
保

　

３
月
17
日（
土
）西
川
中
学
校
、３

月
18
日（
日
）上
野
地
中
学
校
、３
月

19
日（
月
）小
原
中
学
校
、３
月
20
日

（
火
）折
立
中
学
校
で
閉
校
式
が
行
わ

れ
、歴
代
の
校
長
先
生
方
を
始
め
旧
職

員
や
卒
業
生
、学
校
関
係
者
や
地
域
の

方
々
が
参
加
し
式
典
が
挙
行
さ
れ
ま

し
た
。

　

更
谷
村
長
は「
村
は
、少
子
高
齢
化

が
進
む
中
、よ
り
よ
い
教
育
を
目
指
し

て
学
校
統
合
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

村
内
４
中
学
校
を
閉
校
し
、新
し
く

十
津
川
中
学
校
を
開
校
し
ま
す
。
閉

校
に
よ
り
、４
校
の
名
前
は
な
く
な
り

ま
す
が
、十
津
川
中
学
校
で
も
そ
れ
ぞ

学
校
の
沿
革
史

こ
れ
ま
で
の
歩
み

校旗返還（上野地中学校閉校式）

閉校宣言を行う更谷村長
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勝
、全
国
大
会
出
場

【
昭
和
55
年
】▼
県
大
会
剣
道
女
子
優

勝
、全
国
大
会
出
場
▼
校
舎
及
び
体

育
館
改
修
工
事
▼
夜
間
照
明
び
ら
き

【
昭
和
56
年
】▼
近
畿
大
会
剣
道
女
子

優
勝
、全
国
大
会
準
優
勝

【
昭
和
57
年
】▼
全
国
大
会
剣
道
出
場

【
昭
和
58
年
】▼
県
大
会
剣
道
優
勝
、

全
国
大
会
ベ
ス
ト
16

【
昭
和
59
年
】▼
近
畿
大
会
剣
道
男
子

３
位
、全
国
大
会
出
場
▼
体
育
文
化
セ

ン
タ
ー
落
成
式
記
念
剣
道
大
会
優
勝

【
昭
和
60
年
】▼
県
大
会
剣
道
男
女
団

体
優
勝
、近
畿
大
会
女
子
準
優
勝
、全

国
大
会
女
子
ベ
ス
ト
８

【
昭
和
61
年
】▼
県
大
会
剣
道
女
子
優

勝
、全
国
大
会
３
位

【
昭
和
62
年
】▼
県
植
樹
祭（
21
世
紀

の
森
・
森
林
植
物
公
園
開
園
式
典
出

席
▼
体
育
館
床
全
面
修
理

【
昭
和
63
年
】▼
な
ら
・
シ
ル
ク
ロ
ー
ド

博
見
学

【
平
成
元
年
】▼
県
大
会
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
ベ
ス
ト
８
、剣
道
男
女
個
人
優
勝

【
平
成
２
年
】▼
寄
宿
舎「
若
杉
寮
」閉

寮
式
▼
近
畿
大
会
剣
道
女
子
個
人
３
位

【
平
成
３
年
】▼
若
杉
寮
修
復
工
事
開
始

【
平
成
５
年
】▼
プ
レ
ハ
ブ
図
書
室
建
設

【
平
成
６
年
】▼
運
動
場
コ
ン
ク
リ
ー

５
回「
科
学
の
芽
」賞
で
奨
励
賞
▼
台

風
12
号
に
よ
る
影
響
で
、学
校
の
敷
地

を
含
む
地
域
が
警
戒
区
域
に
指
定
さ

れ
、９
月
30
日
か
ら
小
原
中
学
校
の
校

舎
の
一
部
を
借
用
し
２
学
期
の
授
業

再
開
。
１
月
に
元
の
校
舎
で
３
学
期

開
始◆

小
原
中
学
校

【
昭
和
42
年
】▼
村
の
学
校
統
合
計
画

に
よ
り
、第
三
中
学
校
、第
三
中
学
校

大
野
分
校
、第
七
中
学
校
、折
立
中
学

校
玉
置
川
分
校
の
４
校
を
統
合
し
て

小
原
中
学
校
と
す
る（
実
質
統
合
）▼

小
原
中
学
校
開
校（
学
級
数
６
）▼
寄

宿
舎「
若
杉
寮
」の
入
寮
式（
入
寮
生

61
人
）

【
昭
和
45
年
】▼
万
国
博
覧
会
見
学

【
昭
和
46
年
】▼
第
１
回
全
国
中
学
校

剣
道
大
会
出
場

【
昭
和
50
年
】▼
大
野
・
小
川
の
寄
宿

生
バ
ス
通
学
と
な
る

【
昭
和
51
年
】▼
体
育
館
に
て
役
場
庁

舎
落
成
式

【
昭
和
52
年
】▼
県
大
会
剣
道
優
勝
、

全
国
大
会
ベ
ス
ト
８

【
昭
和
53
年
】▼
全
国
大
会
剣
道
出
場

【
昭
和
54
年
】▼
県
大
会
剣
道
女
子
優

【
昭
和
45
年
】▼
大
塔
村
に
委
託
通
学

し
て
い
た
大
字
沼
田
原
地
区
の
生
徒
の

通
学
が
始
ま
る

【
昭
和
50
年
】▼
体
育
館
落
成
式

【
昭
和
52
年
】▼
上
野
地
小
学
校
と
の

共
有
プ
ー
ル
が
完
成

【
昭
和
55
年
】▼
県
総
体
剣
道
男
子
個

人
の
部
優
勝

【
昭
和
57
年
】▼
寄
宿
舎
が
廃
止

【
昭
和
58
年
】▼
文
部
省
・
奈
良
県
教

育
委
員
会
よ
り
格
技
研
究
推
進
校
の

指
定
を
受
け
る

【
平
成
３
年
】▼
県
総
体
剣
道
女
子
団

体
の
部
優
勝
▼
全
国
中
学
校
選
抜
剣

道
大
会
に
女
子
団
体
出
場

【
平
成
４
年
】▼
剣
道
女
子
近
畿
大
会

で
団
体
３
位
▼
全
国
中
学
校
選
抜
剣

道
大
会
に
女
子
団
体
出
場

【
平
成
５
年
】▼
ノ
ー
チ
ャ
イ
ム
実
施

【
平
成
６
年
】▼
寄
宿
舎
を
取
り
壊
す

【
平
成
15
年
】▼
給
食
施
設
場
落
成
式

▼
学
校
開
放
ウ
ィ
ー
ク
を
実
施
す
る

【
平
成
18
年
】▼
関
西
中
学
生
研
究
発

表
コ
ン
ク
ー
ル
で
優
秀
賞
を
受
賞

【
平
成
19
年
】▼
県
総
体
陸
上
男
子
走

高
跳
で
３
位

【
平
成
23
年
】▼「
元
気
な
大
和
っ
子
を

育
む
」学
校
表
彰
で
奈
良
県
教
育
委

員
会
賞
受
賞
▼
朝
永
振
一
郎
記
念
第
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【
昭
和
51
年
】▼「
栴
檀
寮
」の
食
堂
で

全
校
生
の
給
食
開
始

【
昭
和
53
年
】▼
体
育
館
改
築
工
事
完
了

【
昭
和
54
・
55
・
56
年
】文
部
省
・
県
教
育

委
員
会
指
定
研
究
校

【
昭
和
55
年
】▼
剣
道
男
子
県
大
会
団

体
の
部
優
勝

【
昭
和
56
年
】▼
剣
道
男
子
県
大
会
団

体
の
部
優
勝
▼
全
国
中
学
校
剣
道
大

会
出
場

【
昭
和
61
年
】▼
中
学
校
女
子
４
０
０

ｍ
リ
レ
ー
新
記
録

【
昭
和
62
年
】▼
中
学
校
男
子
８
０
０

ｍ
リ
レ
ー
新
記
録

【
平
成
３
年
】▼
寮
食
堂
入
口
屋
根
新
設

【
平
成
８
年
】▼
新「
栴
檀
寮
」建
築
工

事
完
了

【
平
成
８
年
〜
９
年
】▼「
う
歯
ゼ
ロ
」

を
達
成

【
平
成
15
年
〜
18
年
】▼
地
域
発
・
明
日

の
資
源
・エ
ネ
ル
ギ
ー
と
環
境
研
究
発
表

コ
ン
ク
ー
ル
で
優
秀
及
び
佳
作
を
受
賞

【
平
成
19
年
】ロ
ボ
カ
ッ
プ
２
０
０
７
で

ア
ト
ラ
ン
タ
に
出
場

【
昭
和
39
年
】▼
学
校
統
合
に
よ
り
第

五
中
学
校
と
名
目
統
合
▼
25
ｍ
６

コ
ー
ス
の
プ
ー
ル
完
成

【
昭
和
40
年
】▼
完
全
統
合
で
折
立
中

学
校
と
改
称
▼
学
校
給
食
ス
タ
ー
ト

【
昭
和
49
年
】▼
障
害
児
学
級
開
設

【
昭
和
52
年
】▼
校
歌
制
定

【
平
成
４
年
】▼
家
庭
科
調
理
室
完
成

【
平
成
５
年
】▼
図
書
棚
２
階
廊
下
に

完
成

【
平
成
６
年
】給
食
室
に
回
転
釜
設
置

▼
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
教
室
の
増
築

【
平
成
12
年
】▼
体
育
館
新
築
▼
野
長

瀬
正
夫
詩
碑
落
成

【
平
成
13
年
】十
津
川
高
校
と
中
高
一

貫
教
育
開
始

◆
西
川
中
学
校

【
昭
和
38
年
】▼
校
区
内
の
分
校
を
合

併（
名
目
統
合
）し
、村
立
西
川
中
学
校

と
改
称

【
昭
和
39
年
】▼
寄
宿
舎「
栴
檀
寮
」完

成
▼
新
校
舎
完
成（
実
質
統
合
）。各

分
校
と
第
六
中
学
校
を
廃
校

【
昭
和
41
年
】▼
剣
道
男
子
県
大
会
団

体
の
部
優
勝

【
昭
和
47
年
】▼
重
里
小
学
校
跡
に
プ

ー
ル
完
成

ト
歩
道
完
成
▼
運
動
場
斜
面
石
積
工
事

【
平
成
７
年
】▼
校
舎
玄
関
横
池
工
事

▼
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
化

【
平
成
９
年
】▼
県
大
会
剣
道
男
子
個

人
優
勝

【
平
成
10
年
】▼
近
畿
大
会
剣
道
男
子

個
人
出
場
、全
国
大
会
男
子
個
人
出
場

【
平
成
17
年
】▼
近
畿
大
会
剣
道
男
女

個
人
出
場
、全
国
大
会
女
子
個
人
３

回
戦
進
出

【
平
成
21
年
】▼
村
の
観
光
大
使
と
し

て
東
京
に
て
吊
り
橋
物
語
発
表

【
平
成
22
年
】▼
十
津
川
中
学
校
新
築

安
全
祈
願
祭

【
平
成
23
年
】▼
閉
校
の
集
い（
２
２
１

人
参
加
）▼
紀
伊
半
島
大
水
害
で
上

野
地
中
学
校
が
本
校
で
授
業
再
開

◆
折
立
中
学
校

【
昭
和
22
年
】▼
第
四
中
学
校
を
折
立

中
学
校
に
併
設

【
昭
和
26
年
】▼
校
舎
裏
の
公
会
堂
よ

り
出
火
、校
舎
全
焼

【
昭
和
27
年
】▼
現
在
位
置
に
新
校
舎

新
築
落
成

【
昭
和
31
年
】▼
体
育
館
落
成

【
昭
和
33
年
】▼
校
舎
増
築

【
昭
和
37
年
】▼
技
術
室
増
築

閉校の集い・西川中学校



　

２
月
28
日
に
開
会
さ
れ
た
第
３
０
６
回
定
例
県
議
会
で
荒
井
知
事

は
、県
政
施
政
方
針
の
新
年
度
予
算
の
基
本
方
針
に「
従
来
の
柱『
経
済

の
活
性
化
』と『
く
ら
し
の
向
上
』に
加
え
、紀
伊
半
島
大
水
害
か
ら
の
復

旧
・
復
興
を
最
優
先
課
題
と
し
て
取
り
組
む
」と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
復
旧
・
復
興
費
は
、総
額
で
２
５
３
億
７
１
０
０
円
に
上
り
ま

す
。
復
旧
・
復
興
費
の
内
訳
は
、国
の
補
助
事
業
が
２
０
１
億
２
１
０

０
万
円
、国
直
轄
事
業
の
県
負
担
金
が
41
億
６
０
０
万
円
、県
費
11
億

４
４
０
０
万
円
。

　

ま
た
、現
行
の
副
知
事
２
人
に
加
え
、復
旧
復
興
事
業
に
特
化
し
た

副
知
事
人
事
を
平
成
24
年
度
か
ら
１
期
４
年
で
行
う
こ
と
も
示
さ
れ

ま
し
た
。

　

３
月
26
日
に
行
わ
れ
た
第
６
回
県
紀
伊
半
島
大
水
害
復
旧
・
復
興

推
進
本
部
会
議
で「
県
紀
伊
半
島
大
水
害
・
復
旧
復
興
計
画
が
決
定
さ

れ
ま
し
た
。

　

そ
の
内
容
を
掲
載
し
ま
す
。

○地域外の人材を中心に、ふるさと復興協力隊として被災
地域の市町村へ配置し、被災者等の生活再建、産業・観光
の復興支援、集落の維持活性化の支援などを行う。

◆取組のポイント６
　ふるさと復興協力隊

○豊かな森林資源を生かし、雇用の受け皿となりうる林業・
木材産業の振興、都市農山村交流の推進、複合生計による
ライフスタイルの確立を目指す。
○また、災害に強い自立したエネルギー供給体制の構築と
新たな雇用の創出に向けて、地域資源である木材を活かし
た木質バイオマスの利活用を推進する。

◆取組のポイント７
　森林資源を活用した地域づくり

【復旧・復興計画】必要に応じ改訂（原則２～３年に一度）
──────────────────────────
【アクション・プラン】毎年度策定
（計画に掲げる取組項目の具体的な施策や事業を掲載）

◆計画の構成・進捗管理 ◆基本方針

○今回の教訓を踏まえ、県及び市町村の防災計画を災害時
に役立つ実際的な防災計画として見直しを一体的に進め
る。
○本計画においては、防災計画との整合性を十分保ち連携
して対策を進める。

◆防災計画の見直し

○大きな被害を受けた市町村の大半は急峻な山間部にあ
り、財政基盤が極めて脆弱であることから、国・県・市町村
が一体となった取組が不可欠。
○公的主体のみならず、地域コミュニティ、ＮＰＯやボラン
ティア、企業など地域社会の様々な主体が協働して取組を
促進。
○地域外の人材を中心に「ふるさと復興協力隊」として採用
し、復興活動などに従事してもらう取組を開始。

◆復旧・復興の担い手等

○今回の経験を踏まえ、今後の備えとして大規模災害にも
対応した監視・警戒・避難システムの構築などに取り組む。

◆取組のポイント４
　安全・安心への備え

○被災地域の経済を支える林業や観光業などの産業を活
性化させ、雇用の場を創出する直接支援等について検討・
実施する。

◆取組のポイント5
　地域経済を支える産業に対する支援

大水害復旧・復興計画

H22　国土交通省作成
深層崩壊推定頻度マップ

復旧・復興計画は、「百年の計に立ち、『災
害に強く、希望の持てる』地域を目指す。
また、短期、中期の目標を設定し将来の地
域の姿を提示していく」と示されています。

（平成24年３月 奈良県）
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【①被災地域の迅速な立ち直り・回復】
○地域住民が被災前の日常生活を一日も早く取り戻すこと
を目指します。
・道路等の応急復旧、土砂ダム対策、避難者・被災者支援、
生業・産業支援
──────────────────────────
【②地域の再生・再興】
○過疎化や高齢化が進行する被災地域が、将来にわたり希
望を持ち、安全に安心して住み続けることのできる地域と
することを目指します。
・災害に強いインフラづくり、新しい集落づくり、産業・雇用
の創造（林業、観光等）、くらしづくり（教育、医療、福祉等）
──────────────────────────
【③安全・安心への備え】
○紀伊半島大水害の経験を踏まえ、今後の災害に備え、安
全・安心のための新たなシステムづくりを目指します。
・監視・警戒・避難のシステムづくり、深層崩壊のメカニズム
解明と対策研究、記録の整備、次世代への継承

復旧
復興

◆復旧・復興に向けた取組方針

○紀伊半島アンカールートの一部を形成する国道168号・
169号は、紀伊半島沿岸部が大地震・津波等で被災した場
合、救命・救急活動や物資輸送等の緊急輸送道路として活
用できるリダンダンシー（災害などに備え、代替の手段をあ
らかじめ確保する）の役割を担う。
──────────────────────────
【主な取組】
○事業区間の早期整備
・国道168号「辻堂バイパス・川津道路・十津川道路Ⅰ期」、
国道169号「上北山道路・奥瀞道路Ⅱ期」
○未事業区間の新規事業化
・国道168号「長殿道路・十津川道路Ⅱ期」、国道169号「新
伯母峯トンネル」

◆取組のポイント３
　紀伊半島アンカールートの整備

【土砂ダムなどの大規模土砂災害対策】
○土砂災害の恒久対策に早期着手
──────────────────────────
【帰宅後の生活再建支援】
○元の集落での、仕事の継続・確保、高齢者等の生活機能
の確保など生活再建を支援
──────────────────────────
【帰宅するための環境づくり】
○被災した水道施設の復旧など、ライフラインの確保
○住宅が被災した避難者の住まい確保を支援
○監視・警戒・避難のシステムづくり

──────────────────────────
地元の住民の方々、被災市町村及び専門家とも
十分に話し合い、集落の復興方針を決定
──────────────────────────

◆取組のポイント１
　　長期避難者の早期解消

【目標】
○安全・安心で、住み心地がよく、地域コミュニティが維持
されるような集落
○働き口があって自立でき、交流が促進され、人が集まるよ
うな集落
──────────────────────────
【主な取組】
○新しい集落づくり基礎調査
・既存集落の安全性確認、候補地の検討、住民の意向の把
握など
○集落づくりの基礎整備、住宅の復興、諸機能の確保

◆取組のポイント２
　新しい集落づくり

奈良県紀伊半島
集中復旧・復興期間
平成23年度～ 26年度

中・長期
平成27年度32年

既存集落での復興

新しい集落での復興
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事
務
所
主
事

○
学
校
関
係

▼
松
葉
直
美
・
西
川
第
二
小
学
校（
十
津
川
第

一
小
学
校
）▼
熊
井
町
子
・
西
川
第
一
小
学
校

（
平
谷
小
学
校
）▼
小
田
朋
子
・
十
津
川
第
一

小
学
校（
西
川
第
二
小
学
校
）▼
中
畑
あ
い

子
・
十
津
川
中
学
校（
上
野
地
中
学
校
）▼
松

葉
里
香
・
十
津
川
中
学
校（
小
原
中
学
校
）▼

横
倉
稚
佳
子
・
平
谷
小
学
校（
小
原
中
学
校
）

▼
高
橋
修
子
・
平
谷
小
学
校（
折
立
中
学
校
）

▼
松
下
三
千
子
・
十
津
川
中
学
校（
西
川
中
学

校
）▼
田
野
上
千
江
子
・
十
津
川
中
学
校（
西

川
中
学
校
）▼
山
形
妙
子
・
西
川
第
一
小
学
校

（
西
川
中
学
校
）▼
北
村
薫
・
十
津
川
中
学
校

（
西
川
第
一
小
学
校
）

○
奈
良
県
と
の
相
互
派
遣

▼
前
真
博
・
奈
良
県
総
務
部
広
報
広
聴
課（
農

林
課
）▼
千
葉
広
之
・
建
設
課
主
査（
奈
良
県

相
互
派
遣
研
修
員
土
木
部
ま
ち
づ
く
り
推
進

局
住
宅
課
）

○
退
職（
３
月
31
日
付
）

▼
中
殿
善
策（
福
祉
事
務
所
主
事
）

○
新
規
採
用（
３
月
１
日
付
）

▼
後
藤
忠
信
・
福
祉
事
務
所
保
健
師
▼
中
野

晃
裕
・
福
祉
事
務
所
介
護
支
援
専
門
員

課
係
長
）▼
栃
谷
憲
一
郎
・
福
祉
事
務
所
次
長

（
福
祉
事
務
所
係
長
）▼
松
葉
勝
明
・
建
設
課

課
長
補
佐（
建
設
課
係
長
）▼
鎌
倉
孝
誠
・
農

林
課
課
長
補
佐（
農
林
課
係
長
）▼
中
根
健
一

郎
・
水
道
課
課
長
補
佐（
水
道
課
係
長
）

○
係
長
級

▼
後
木
雅
貴
・
財
政
課
係
長（
教
育
委
員
会
学

校
統
合
推
進
室
係
長
）▼
後
木
道
子
・
福
祉
事

務
所
係
長（
福
祉
事
務
所
主
査
）▼
北
勇
作
・

農
林
課
係
長（
農
林
課
主
査
）▼
下
西
正
太

郎
・
診
療
所
係
長（
診
療
所
主
査
）▼
岩
本
哲

也
・
総
務
課
復
旧
・
復
興
対
策
室
係
長（
総
務

課
企
画
調
整
室
主
査
）▼
玉
置
一
也
・
建
設
課

係
長（
建
設
課
主
査
）▼
辻
村
伸
介
・
建
設
課

係
長（
建
設
課
主
査
）▼
阪
泰
二
・
建
設
課
係

長（
建
設
課
主
査
）▼
松
實
崇
・
観
光
振
興
課

係
長（
観
光
振
興
課
主
査
）▼
千
葉
幸
・
教
育

課
係
長（
教
育
課
主
査
）▼
杉
本
正
秀
・
教
育

課
係
長（
教
育
課
主
査
）

○
主
査
級
等

▼
北
直
美
・
総
務
課
復
旧
・
復
興
対
策
室
主

査（
総
務
課
企
画
調
整
室
主
査
）

○
新
規
採
用

▼
武
富
博
光
・
建
設
課
技
師
▼
沼
平
茂
雄
・

福
祉
事
務
所
介
護
支
援
専
門
員
▼
丸
山
正

樹
・
農
林
課
主
事
▼
鈴
木
悠
太
・
教
育
委
員

会
学
校
統
合
推
進
室
主
事
▼
小
林
元
・
福
祉

人 

事 

異 

動

　
　
　

４
月
１
日
付 （　

）は
旧
職

○
総
括
参
事

▼
川
田
晴
由
・
総
括
参
事（
奈
良
県
市
町
村
振

興
課
課
長
補
佐
）　

○
課
長
級

▼
鎌
塚
康
史
・
総
務
課
復
旧
・
復
興
対
策
室

長（
総
務
課
企
画
調
整
室
長
）

○
課
長
補
佐
級

▼
阪
本
靖
子
・
福
祉
事
務
所
次
長（
診
療
所
事

務
長
）▼
寺
尾
弥
生
・
診
療
所
事
務
長（
福
祉

事
務
所
次
長
）▼
乾
安
子
・
林
業
振
興
対
策
室

長
補
佐（
林
業
振
興
対
策
室
係
長（
兼
）農
林

公害及び環境保存、生活環境及び美化、ダム・砂利対策、その他所管の事務

衛生センター

生活環境課

水　道　課

地下1階

　
「
村
を
愛
し
、心
を
寄
せ
、助
け
合
う
」

「
誇
り
あ
る
村
再
生
の
実
現
」「
災
害
を
バ

ネ
に
村
の
活
力
を
高
め
る
」

　

こ
の
３
つ
を
基
本
理
念
と
す
る
村
の
復

興
計
画
を
推
進
す
る
た
め
、復
旧
・
復
興

対
策
室
の
設
置
な
ど
で
人
事
異
動
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、４
月
１
日
付
の
新
体
制
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

上下水道、浄化槽の設置、その他所管の事務
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職員の人事の事務、儀式、福利厚生及び研修、法令及び文書、公聴、村営バスの運行及び交
通安全、庁舎の使用、公用車の使用管理（他課の所管に属するものを除く）、物品の納入管
理、行政一般、情報公開、選挙、広域行政、広報、電子計算機(他課の所管に属するものを除
く)、行政及び地域の情報、電気通信、ケーブルテレビ、他課の所管に属さない事項
復旧・復興対策室　復旧・復興事業の進捗管理、消防、防災、重要施策の総合調整、総合企画
　　　　　　　　　の立案及び推進、秘書

総　務　課

農林、水産及び畜産、産業振興、村有林、鳥獣の保護及び駆除、農業委員会の事務、その他
所管の事務

林業振興対策室　三者共有資産管理運営協議会の事務

農　林　課

　商工・観光、地域振興、労働行政、温泉、その他所管の事務
地域雇用創造協議会事務局

観光振興課

　小中学校管理、奨学金、各種講座、文化祭、マラソン大会、成人式、駅伝、文化財管理
学校統合推進室　学校統合
小中学校・出谷幼児教室

生活保護法、児童福祉法、母子及び寡婦福祉法、身体障害者福祉法、老人福祉法、知的障
害者福祉法に定める援護、育成又は更正の措置に関する事務、社会福祉法、民生委員法の
施行に関する事務、社会福祉に係る各種団体、行路病人及び行路死亡人、国民健康保険、
保健衛生、福祉医療、介護保険、後期高齢者医療、地域包括支援センター、居宅介護支援事
業、狂犬病予防、その他社会福祉に関する事務のうち、村長が必要と認めること。

診　療　所
保　育　所

福祉事務所

教　育　課

道路及び橋梁、河川、治山及び治水、建築、公共用地の取得、村有財産の取得処分及び管
理(他課の所管に関するものを除く)、法定外公共物、村営住宅、その他所管の事務

地籍調査室　地籍調査

建　設　課

県五條土木事務所 十津川復旧・復興課

戸籍及び住民基本台帳、印鑑登録、外国人登録、消費者行政、埋葬・火葬・改葬の許可、国
民年金、戦傷病者、戦没者遺族等、墓地の経営等、統計、人権、男女共同参画、その他所管
の事務

住　民　課

　議会の運営、監査委員の事務、その他所管の事務　議会事務局

　税外収入、現金その他の出納及び保管、決算書の調整、財産台帳管理、その他所管の事務出　納　室

　予算及び財政、税外収入、決算、村税及び国保税の賦課徴収、その他所管の事務財　政　課

3 階

2 階

1 階

役場庁舎「組織・担当一覧」
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7
5

4
5

日
日

月
月

21
19

4
5

日
日

月
月

第1週 第3週

54 日月 19
17

4
5

日
日

月
月

第1週木曜日 第3週木曜日

土曜診療 受付8:30～11:15

整形外科 受付8:30～11:00

後
期
高
齢
者
の
保
険
料
率
が

　
今
年
度
か
ら
変
わ
り
ま
す

○
法
律
に
よ
り
２
年
ご
と
に
保
険
料
率
が

　

改
定
さ
れ
ま
す
。

○
今
ま
で
と
同
様
に
保
険
料
の
軽
減
措
置

　

は
継
続
さ
れ
ま
す
。

▼
新
保
険
料
率

　

平
成
24
・
25
年
度　

　

均
等
割
額
４
４
，２
０
０
円

　

所
得
割
率
8.1
％

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、み
な
さ
ん

の
保
険
料
の
ほ
か
、現
役
世
代
か
ら
の
支
援

金
と
国
や
県
、市
町
村
が
負
担
す
る
公
費

に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
４
月
か
ら
、賦
課
限
度
額
が
引
き
上
げ
ら

れ
ま
す

賦
課
限
度
額　

55
万
円　

※

ど
ん
な
に
所
得
の
高
い
方
で
も
年
間
保

険
料
額
は
55
万
円
が
上
限
に
な
り
ま
す
。

被
害
防
止
の
た
め
の

　
　
　
鳥
獣
捕
獲
に
つ
い
て

　

４
月
１
日
か
ら
、生
活
環
境
へ
の
被
害
防

止
の
目
的
に
限
り
、狩
猟
免
許
を
持
っ
て
い

な
い
方
で
も
、住
宅
な
ど
の
建
物
内
に
お
い

て
、小
型
の
は
こ
わ
な
や
つ
き
網
、手
捕
り

な
ど
で「
ア
ラ
イ
グ
マ
、ハ
ク
ビ
シ
ン
、カ
ラ

ス
、ド
バ
ト
」な
ど
小
型
の
鳥
獣
を
捕
獲
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

村
ま
で
申
請
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
ら
、

捕
獲
従
事
者
証
を
交
付
し
ま
す
。

　

な
お
、許
可
を
得
ず
に
鳥
獣
を
捕
獲
す

る
こ
と
は
、違
法
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

問
農
林
課　

☎
０
７
４
６（
62
）０
０
０
５

普
通
救
命
講
習
会

　
　
受
講
者
を
募
集

　

五
條
市
消
防
本
部
で
は
普
通
救
命
講
習

五條消防十津川分署

・水道

64-1190

土曜日も診療開始!  小原診療所
　小原診療所では、地域医療の
拠点を目指し昨年度から２人体
制の診療がスタートしました。
　また、五條消防十津川分署の
設置により新たな救急医療体
制が整いつつあります。
　これに伴い、日曜日に行って
いた救急患者のための休日診
療を変更し、救急患者だけでな

く、一般患者も含めた診療を毎
月第１週と第３週の土曜日（午
前中）に行います。
また、引き続き第１週と第３週の
木曜日に整形外科診療を行い
ます。
　村民のみなさんが安心して
暮らせるように、更なる医療体
制の充実を目指します。

問 奈良県労働局賃金室 ☎0742（32）0206

中小企業を応援する業務改善助成金
上限100万円まで助成！

※計画次第なら最大３００万円の助成も可能！（予算がなくなり次第終了）
　事業場内で最も低い時間給を４年以内に８００円以上に引き上げる中小企業に対して、業
務改善に必要な経費の２分の１（上限１００万円、賃金を４０円以上引き上げる年度に限る）を
助成します。
【賃金引き上げ事例】１年目７００円→７４０円、２年目７４０円→７８０円、３年目７８０円→８２０円
【業務改善事例（必要な経費の例）】パソコンやソフトウェアの導入、営業車両の増設、事務
所レイアウトの変更、資格取得のための研修費用など
　上記事例では３年にわたり各年度１００万円が支給されるので、最大３００万円の助成が可
能です。
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会
受
講
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

自
治
会
、各
種
団
体
、サ
ー
ク
ル
な
ど
10

人
以
上
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
個
人

の
場
合
も
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

講
習
時
間
は
約
３
時
間
で
受
講
料
は
無

料
で
す
。

問
五
條
市
消
防
本
部
救
急
係

　

☎
０
７
４
７（
22
）３
３
１
０

不
動
産
無
料
相
談
会
の

　
　
　
　
　
　
　
お
知
ら
せ

　

司
法
書
士
・
税
理
士
・
土
地
家
屋
調
査

士
・
建
築
士
な
ど
各
分
野
の
専
門
家
が
、不

動
産
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
対
応

し
ま
す
。（
事
前
申
込
不
要
）

時
５
月
12
日（
土
）13
時
〜
16
時

所
十
津
川
村
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー（
大
字

湯
之
原
）

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
奈
良
不
動
産
専
門
家
協
会

　

☎
０
７
４
２（
35
）６
３
６
３

シ
ャ
ク
ナ
ゲ
花
摘
み
体
験

　
　
　
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

シ
ャ
ク
ナ
ゲ
の
花
摘
み
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

時
５
月
25
日（
金
）・
26
日（
土
）

　

９
時
30
分
〜
15
時（
荒
天
中
止
）

所
21
世
紀
の
森
・
紀
伊
半
島
森
林
植
物
公

園（
大
字
小
川
）

■
募
集
人
数
：
両
日
と
も
先
着
40
人

■
そ
の
他
：
昼
食
と
記
念
品
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

問
観
光
振
興
課

　

☎
０
７
４
６（
62
）０
０
０
４

村
の
優
良
特
産

　
推
奨
品
が
決
定

　

村
優
良
特
産
品
推
奨
審
査
会
で
は
、村

内
で
生
産
・
加
工
さ
れ
た
特
産
品
の
中
で
、

村
に
ふ
さ
わ
し
い
郷
土
色
豊
か
な
優
良
特

産
品
を
選
定
し
、広
く
村
外
に
推
奨
し
て
い

ま
す
。
２
月
21
日
に
行
わ
れ
た
審
査
会
で

新
た
に
次
の
２
点
を
含
む
７
品
が
選
ば
れ

ま
し
た
。（
敬
称
略
）

■【
再
推
奨
】▼
ゆ
う
べ
し（
谷
瀬
ゆ
う
べ
し

組
合
）▼
三
湯
め
ぐ
り（
福
屋
利
久
）▼
手
造

り
刺
身
こ
ん
に
ゃ
く〈
白
・
ゆ
ず
・
よ
も
ぎ
〉

（
十
津
川
食
品
）

■【
新
規
推
奨
】▼
原
木
し
い
た
け（
上
）花

ど
ん
こ（
岡
田
亥
早
夫
）▼
温
泉
コ
ー
ヒ
ー

ま
ん
じ
ゅ
う「
ご
う
し
君
の
お
や
つ
」（
神
湯

荘
）

公
文
書
の
公
開
状
況

　

平
成
23
年
度
に
行
っ
た
情
報
公
開
の
公

開
請
求
に
つ
い
て
は
、該
当
が
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

五條消防署十津川分署だより

 

　春季全国火災予防運動に伴い、３月７日にホテ
ル昴で十津川分署と十津川村消防団合同の消防
訓練が行われました。
　参加者は、実際の火災を想定して、通報訓練、避
難誘導訓練、初期消
火訓練、救急救助訓
練、消火訓練に真剣
な表情で取り組んで
いました。

（問）自衛隊奈良地方協力本部 五條地域事務所 ☎0747（22）3789
http://www.mod.go.jp/pco/nara自衛官各種募集のご案内

幹部
候補生

募集種目 受付期間 試験期日 資　格

医科・歯科
幹部

技術海上幹部
技術航空幹部
技術海曹
技術空曹

２月１日（水）

～

４月27日（金）

４月27日（金）

～

５月18日（金）

→
温
泉
コ
ー
ヒ
ー

　
ま
ん
じ
ゅ
う

　「
ご
う
し
君
の
お
や
つ
」

←
原
木
し
い
た
け（
上
）

　
花
ど
ん
こ

（平成25年４月１日現在）
22歳以上26歳未満の方／ 20歳以上22歳未満
で大学卒業に相当する者

■１次 ５月12日（土）・13日（日）
■２次 ６月12日（火）～15日（金）
　の間で指定する日

医師免許または歯科医師免許取得者で、経験年
数などの条件があります。

（平成24年4月1日現在）大卒38歳未満の方で、
専攻学科及び業務経験などの条件があります。

（平成24年4月1日現在）20歳以上で、国家免許
資格などの条件があります。

■５月18日（金）

■７月２日（月）

■６月29日（金）

昨年の花摘みの様子
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　子どもたちに気軽にスポーツを親しんでもらお
うと、県サッカー協会と村体育協会によるサッカー
フェスティバルが十津川高校で行われました。
　NPO法人ポルベニルカシハラスポーツクラブ
のみなさんを講師に迎え、ボールを使ったいろい
ろな運動やサッカーの基本練習を行いました。
　この日集まった約40人の子どもたちは、スタッ
フとして参加していた十津川高校生や十津川フッ
トボールクラブと交流するなど、世代を越えてス
ポーツを楽しんでいました。

　村と新十津川町が毎年交互に行っている青年の訪問で
は、今年、村から５人の青年が第24回研修生として新十
津川町を訪問しました。また、昨年９月の紀伊半島大水
害後、初めての訪問となるため、村上副村長と中南議長が
表敬訪問しました。
　両町村の絆、そして災害時にいただいた支援への感謝
を伝えるため、研修の中に除雪の手伝いを組み込んでもら
うなど、特別な想いで、新十津川町で３日間研修しました。
　研修団員（敬称略）
　団長：岩井信行　副団長：金森　悠
　記録：岡太容子・岡田好世　会計：植田規裕

『ボールと友達！サッカー大好き』
ボールで遊ぼう！サッカーフェスティバル

『両町村の絆・伝えたい感謝の気持ちを胸に』
第２４回十津川村青年新十津川町研修

3
10

　第７回市町村対抗子ども駅伝大会
が河合町の馬見丘陵公園で行われ、
県内35市町村が参加し接戦を繰り
広げました。
　８区間14,665mを子どもたちは全
力でタスキをつなぎ、また、個人種目
のタイムトライアルレース（1,525m）
も行われました。
　結果は、村の部で大会５連覇は成
りませんでしたが、最後まで粘り強く
走り、村の部で2位、全体で25位と健
闘しました。

『村の部２位入賞！全力でつないだタスキ』『村の部２位入賞！全力でつないだタスキ』
第７回市町村対抗子ども駅伝大会

3
3

3
2～5

タイムトライアルレース

６区から７区へタスキリレー

村上副村長、中南議長が表敬訪問

除雪作業の様子

十津川村チーム（順不同・敬称略）
玉置大勢、増谷美穂、千葉輝斗、松井汐音、中村有志、深瀬
えのは、藤村亮太朗、大谷幸花、鎌倉孝太郎、栗栖涼花、
浦唯、監督・玉置操、コーチ・森兼麻衣、玉置紗織
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発信：林業振興対策室
　　　　　No.5　☎0746（62）0005

○
今
一
番
関
心
が
あ
る
の
は
、移
動
、熱
、電
力

の
た
め
の
木
質
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
で
あ
り
、森

林
所
有
者
の
収
益
源
と
な
っ
て
い
る
。

○
森
林
は
土
地
・
立
木
価
値
の
他
、Ｃ
Ｏ
２
の

吸
収
源
と
し
て
の
価
値
が
増
え
た
。
私
た
ち

は
、森
林
官
を
、森
林
所
有
者
の
身
近
な
存
在

と
し
て
、様
々
な
事
象
に
理
解
・
対
応
す
る
ジ
ェ

ネ
ラ
リ
ス
ト
に
育
て
よ
う
と
し
て
い
る
。

ロ
ッ
テ
ン
ブ
ル
ク
大
学
の
森
林
技
術
者
教
育

▼
セ
バ
ス
テ
ィ
ア
ン・ハ
イ
ン
教
授

○
林
業
は
木
で
は
な
く
人
で
あ
り
、森
林
技
術

者
の
教
育
は
人
に
つ
い
て
の
教
育
で
あ
る
。
森

林
を
再
生
す
る
に
は
人
を
再
生
す
る
こ
と
、森

の
管
理
を
す
る
人
を
い
か
に
育
て
る
か
を
考
え

る
必
要
が
あ
る
。

○
森
林
は
３
つ
の
機
能
を
持
ち
、林
業
や
他
の

産
業
、地
域
社
会
と
結
び
つ
い
て
い
る
。
１
つ

目
は
木
材
生
産
機
能
で
、木
材
を
使
う
こ
と
で

価
値
が
生
ま
れ
事
業
が
で
き
る
。
２
つ
目
は
、

自
然
保
護
機
能
で
、森
林
に
よ
っ
て
生
物
多
様

性
が
守
ら
れ
て
い
る
。
３
つ
目
は
美
し
い
景

観
、水
源
、雇
用
等
、直
接
的
で
な
い
森
林
の
価

値
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
機
能
が
あ
る
た
め
我
々

は
、多
額
の
資
金
を
森
林
に
投
入
す
る
。

○
良
く
管
理
さ
れ
た
森
林
は
、山
地
災
害
を
防

ぐ
機
能
を
持
つ
。
十
津
川
村
の
よ
う
な
急
峻

な
山
が
ド
イ
ツ
に
も
あ
る
が
、森
林
を
放
置
す

る
と
山
地
災
害
の
原
因
に
な
る
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。

○
大
学
で
は
学
生
に
６
次
産
業
の
シ
ス
テ
ム
分

析
、理
解
、評
価
、最
適
化
を
教
育
し
て
い
る
。

十
津
川
村
の
６
次
産
業
は
と
て
も
大
切
な
こ

と
で
あ
る
。

○
就
業
体
験
で
、学
生
は
企
業
や
現
場
研
修
を

半
年
も
受
け
る
。
現
場
で
何
が
お
き
、ど
の
よ

う
な
対
応
を
す
る
か
を
知
る
。

○
木
材
市
場
は
重
要
で
あ
る
。
如
何
に
市
場
を

強
く
し
、森
林
所
有
者
に
木
を
出
し
て
も
ら
う
か

を
学
ぶ
こ
と
は
大
学
の
重
要
な
テ
ー
マ
で
あ
る
。

―

意
見
交
換
会
か
ら―

１.

ド
イ
ツ
で
は
後
継
者
育
成
を
ど
の
よ
う
に

行
う
か
？

○
ド
イ
ツ
は
原
子
力
発
電
を
廃
止
し
木
質
エ

ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
を
図
り
森
林
の
価
値
を
高

め
た
。
若
い
世
代
の
意
識
も
変
わ
り
つ
つ
あ

り
、田
舎
に
住
み
森
林
管
理
で
生
計
を
立
て
る

者
が
出
て
い
る
。
ま
た
、金
融
市
場
、株
式
市

場
よ
り
森
林
の
価
値
が
安
定
し
て
い
る
こ
と
に

気
付
き
始
め
て
い
る
。(

ハ
イ
ン
教
授)

２. 

区
画
担
当
森
林
官
に
は
30
代
40
代
か
ら
で

も
チ
ャ
レ
ン
ジ
可
能
か
？

○
社
会
人
教
育
の
重
要
性
が
認
識
さ
れ
つ
つ
あ

り
、プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
の
コ
ー
ス
を
開
設
し
、

自
身
の
技
術
研
鑽
、新
し
い
知
識
を
得
る
た
め
の

場
を
提
供
し
て
い
き
た
い
。(

カ
イ
ザ
ー
学
長)

３.

一
般
の
村
民
が
で
き
る
こ
と
は
？

○
物
事
を
変
え
る
に
は
子
ど
も
た
ち
へ
の
教
育

が
大
事
。
子
ど
も
達
の
森
林
林
業
へ
の
認
識
が

高
ま
る
と
森
が
良
く
な
る
。

○
最
終
消
費
者
の
皆
さ
ん
の
意
識
が
変
わ
り
、

多
く
の
人
が
森
林
を
好
き
に
な
る
こ
と
が
大

切
。
森
林
官
と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
持
ち
、

新
聞
に
十
津
川
の
木
や
木
材
を
紹
介
す
る
広

告
を
出
し
て
は
ど
う
か
。

※

ご
意
見
は
、14
名
の
皆
様
か
ら
い
た
だ
き
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

林
野
庁
の「
森
林
・
林
業
再
生
プ
ラ
ン
」も
ド
イ

ツ
の
取
り
組
み
を
参
考
に
し
て
い
て
、木
材
需

給
率
を
現
在
の
20
％
か
ら
50
％
に
高
め
る
こ

と
を
目
標
に
、森
林
整
備
の
促
進
、集
約
化
、路

網
整
備
、日
本
型
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
の
育
成
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

村
長
は
、村
の
６
次
産
業
に
つ
い
て
話
題
提

供
を
行
い
、世
界
的
に
優
れ
た
林
業
経
営
を
し

て
い
る
ド
イ
ツ
か
ら
様
々
な
知
恵
を
学
び
、持

続
可
能
な
村
の
林
業
発
展
を
目
指
し
た
い
と

話
し
ま
し
た
。

―

両
教
授
の
講
演
か
ら―

ド
イ
ツ
に
お
け
る
森
林
技
術
者
シ
ス
テ
ム

▼
バ
ス
テ
ィ
ア
ン・
カ
イ
ザ
ー
学
長

○
十
津
川
村
は
、日
本
の
森
林
の
首
都
で
あ
る

よ
う
に
思
う
。
ド
イ
ツ
の
面
積
は
、日
本
よ
り

少
し
小
さ
い
が
、国
土
の
85
％
が
１
次
産
業
に

使
わ
れ
て
い
る
。
ド
イ
ツ
は
16
の
州
か
ら
な
る

が
、州
、連
邦
、大
規
模
所
有
者
林
で
は
、ま
と

ま
っ
た
森
林
管
理
に
よ
り
、プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ

ル
な
木
材
生
産
シ
ス
テ
ム
が
で
き
て
い
る
。
林

業
の
課
題
は
、小
規
模
私
有
林
を
如
何
に
ま
と

め
る
か
生
産
意
欲
を
与
え
る
か
に
あ
る
。

○
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
や
林
業
に
関
わ
る
公
務
員
は

林
業
技
術
の
専
門
家
で
あ
り
、良
い
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
タ
ー
で
あ
る
こ
と
が
重
要
。
机
上
で
な

く
森
林
所
有
者
の
そ
ば
で
、助
け
、相
談
に
乗

る
。
彼
ら
の
身
近
に
い
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

○
生
産
技
術
の
変
化
は
、林
業
に
大
き
な
影

響
を
与
え
て
い
る
。
ド
イ
ツ
で
は
、製
材
く
ず

も
回
収
し
製
品
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
る
。
建

築
に
お
い
て
も
新
し
い
技
術
・
製
品
が
生
ま
れ

て
い
る
。

―

森
林
の
再
生
は
人
の
再
生
か
ら―

ド
イ
ツ
ロ
ッ
テ
ン
ブ
ル
ク
大
学
の
講
演
会

と
意
見
交
換
会

　

３
月
９
日（
金
）、十
津
川
村
三
者
協
議
会
の

主
催
で
、ド
イ
ツ
ロ
ッ
テ
ン
ブ
ル
ク
大
学
の
教
授

を
お
招
き
し
、講
演
会
を
行
い
ま
し
た
。
当
日

は
、１
０
０
名
を
超
え
る
参
加
が
あ
り
、意
見
交

換
会
を
通
じ
て
様
々

な
視
点
で
森
林
づ
く

り
の
ヒ
ン
ト
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

同
大
学
は
、森
林

管
理
と
木
材
生
産

を
行
う
技
術
者
育

成
を
目
的
と
し
た

ド
イ
ツ
の
国
立
の
林

業
専
門
大
学
で
、22

名
の
教
授
が
４
０

０
名
の
大
学
生
を

教
育
し
て
い
ま
す
。

け
ん
さ
ん

意見交換会の様子。質疑に応答するハイン教授
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こくみんねんきん

な
り
、第
１
号
被
保
険
者
に
な
り
ま
す

の
で
、市
区
町
村
役
場
に「
国
民
年
金
被

保
険
者
種
別
変
更
届
」を
提
出
し
ま
す
。

●
被
扶
養
配
偶
者
の
配
偶
者
が
退

職
し
た
と
き

　

配
偶
者
の
方
が
退
職
し
て
、厚
生
年

金
や
共
済
組
合
の
加
入
者
で
な
く
な

る
と
、そ
れ
ま
で
国
民
年
金
の
第
３
号

被
保
険
者
だ
っ
た
方
は
、被
扶
養
配
偶

者
で
な
く
な
り
、第
１
号
被
保
険
者
に

な
り
ま
す
の
で
、市
区
町
村
役
場
に

「
国
民
年
金
被
保
険
者
種
別
変
更
届
」

を
提
出
し
ま
す
。

※
 

第
３
号
被
保
険
者
の
方
が
離
婚
し

た
と
き
に
も
、第
１
号
被
保
険
者
に
な

る
た
め
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

※
 

老
齢
厚
生
年
金
等
を
受
け
る
権
利

を
も
っ
て
い
る
配
偶
者
の
方
が
65
歳
に

な
っ
て
第
２
号
被
保
険
者
で
な
く
な
っ

た
と
き
も
、そ
れ
ま
で
第
３
号
被
保
険

者
だ
っ
た
方
は
、第
１
号
被
保
険
者
に

な
る
た
め
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

●
免
除
制
度
な
ど
を
ご
利
用
し
て

く
だ
さ
い

　

平
成
24
年
度
の
国
民
年
金
の
第
１

号
被
保
険
者
の
保
険
料
は
、月
額
１
万

４
，９
８
０
円
で
す
。

　

国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
が
経
済
的
に
困
難
な
と
き
に
は
、免

除
制
度
や
学
生
納
付
特
例
制
度
が
あ

り
、市
区
町
村
役
場
ま
た
は
年
金
事
務

所
へ
の
申
請
手
続
き
に
よ
っ
て
、保
険

料
の
納
付
が
免
除
さ
れ
た
り
猶
予
さ

れ
た
り
し
て
、保
険
料
の
未
納
を
防
止

で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

第
２
号
被
保
険
者
の
方
が
60
歳
に

な
る
前
に
、会
社
な
ど
を
退
職
し
た
と

き
は
、国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者

に
な
り
ま
す
の
で
、市
区
町
村
役
場
に

「
国
民
年
金
被
保
険
者
種
別
変
更
届
」

を
提
出
し
ま
す
。

●
被
扶
養
配
偶
者
の
方
の
収
入
が

増
え
た
と
き

　

会
社
な
ど
に
勤
め
て
、厚
生
年
金
や

共
済
組
合
に
加
入
し
て
い
る
方
の
被
扶

養
配
偶
者
の
方（
20
歳
以
上
60
未
満
の

方
に
限
り
ま
す
）は
、国
民
年
金
の
第

３
号
被
保
険
者
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

第
３
号
被
保
険
者
の
方
の
パ
ー
ト

収
入
な
ど
が
１
３
０
万
円
以
上
に
な

っ
た
と
き
は
、被
扶
養
配
偶
者
で
な
く

●
20
歳
に
な
っ
た
と
き

　

厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加
入
し

て
い
な
い
方
が
、20
歳
に
な
っ
た
と
き

は
、国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者
に

な
り
ま
す
の
で
、市
区
町
村
役
場
に

「
国
民
年
金
被
保
険
者
資
格
取
得
届
」

を
提
出
し
ま
す
。

●
会
社
を
退
職
し
た
と
き

　

会
社
な
ど
に
勤
め
て
い
て
、厚
生
年

金
や
共
済
組
合
に
加
入
し
て
い
る
方

は
、国
民
年
金
の
第
２
号
被
保
険
者
に

な
っ
て
い
ま
す
。 　

国
民
年
金
の
届
出
を
忘
れ
る
と
、将
来
受
け
取
る
老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
が
少
な
く
な
っ
た
り
、受
け

ら
れ
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、不
意
の
事
故
や
病
気
で
障
害
が
残
っ
た
り
、万
一
、亡
く
な
ら
れ

た
と
き
に
は
、障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
な
く
な
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
次
の
よ
う
な
と
き
に
は
、お
住
ま
い
の
市
区
町
村
役
場
へ
の
届
出
が
必
要
で
す
。
届
出
を
忘
れ
ず
に
行
っ

て
、あ
な
た
の
大
切
な
年
金
の
権
利
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ

　
「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」

　
　

☎
０
７
４
５（
05
）１
１
６
５

　

大
和
高
田
年
金
事
務
所

　
　

☎
０
７
４
５（
22
）３
５
３
１

　

住
民
課

　
　

☎
０
７
４
６（
62
）０
０
０
１

　

直
通
０
７
４
６（
62
）０
９
０
０

国
民
年
金
の
届
出・手
続
き
を

必
ず
行
っ
て
く
だ
さ
い

20歳になったとき
会社を退職したとき
第３号被保険者のパート収入が増
えたとき、配偶者が退職したとき、離
婚したとき

年金未加入→第１号被保険者
第２号被保険者→第１号被保険者

第３号被保険者→第１号被保険者

●国民年金に加入するとき、加入者の種別がかわるとき
事　　　項 国民年金の種別
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こくほだより

　医療費の家計負担が重くならないよう、病院や薬局の窓口で支払う自己負担額が１か月単位
で一定額を超えた場合に、その超えた金額を支給する「高額療養費制度」があります。
　これまでの高額療養費制度の仕組みでは、入院される方については、「限度額適用認定証」な
どの提示により、窓口での支払いを自己負担限度額にとどめることが可能でしたが、外来診療で
は窓口負担が限度額を超えた場合でも、いったんその額をお支払いいただいていました。

　この 4月からは、外来診療についても「限度額適用認定証」などを提示すれば、自己負担限度
額を超える分を窓口で支払う必要がなくなりました。
　この取り扱いを受けるには、下表に示す証を病院・薬局などの窓口で提示する必要がありま
す。なお、「限度額適用認定証」については、事前に申請していただく必要がありますので、必要な
方は、福祉事務所で申請手続きを行ってください。（必要なもの：印かん）

※１　世帯の合計所得が600万円を超える世帯又は未申告者がいる世帯の方
        医療費が500,000円を超える場合は、超えた額の１％が加算されます。
※２　世帯の合計所得が600万以下の世帯の方
        医療費が267,000円を超える場合は、超えた額の１％が加算されます。
（注）同一世帯（７０歳以上７５歳未満の人を含む）の人や複数の病院・薬局における自己負担額を合算して限度額を超

えた場合は、後で払い戻されます。但し、７０歳未満の方の場合は、21,000円以上（月別・医療機関別）の自己負担
額が合算対象となります。

４月から変わりました！

【７０歳未満の人】

１か月の自己負担限度額住民税 事前の
手続き

病院や薬局の窓口で
提示が必要なもの

  150,000 円
    80,100 円
35,400 円

※1

※2
課　税 「保険証」

「限度額適用認定証」
要

非課税

（注）複数の病院・薬局における自己負担額を合算して限度額を超えた場合は、後で払い戻されます。なお、同一月に
入院と外来の両方を受診された場合は、限度額が異なります。

【７０歳以上７５歳未満の人】

一部負担割合 １か月の
自己負担限度額住民税 事前の

手続き
病院や薬局の窓口で
提示が必要なもの

  44,400 円
12,000 円

３割負担の方
１割負担の方

8,000 円１割負担の方

課　税 「保険証」
「高齢受給者証」

「保険証」
「高齢受給者証」
「限度額適用認定証」

要

不要

非課税

▶お問い合わせ
　福祉事務所　☎0746（62）0901
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と
つ
ワ
ン
マ
ー
ケ
ッ
ト

　
　
　
　

開
催
で
す
！

ハ
ー
ブ
・
榊
の

　
　
　
　

新
商
品
開
発

自
然
体
験
プ
ラ
ン

て
い
ま
す
。

　

３
月
の
講
座
で
作
っ
た
作
品
は
道
の
駅

で
展
示
し
試
験
的
に
販
売
を
し
ま
し
た
。

　

お
客
さ
ん
の
反
応
な
ど
、次
回
の
村
報
で

報
告
し
ま
す
。

　

村
の
観
光
資
源
の
代
表
格
と
し
て
、源
泉

か
け
流
し
温
泉
や
世
界
遺
産
の
古
道
が
あ

り
ま
す
。

　

そ
れ
以
外
の
資
源
開
拓
と
し
て
、四
季

折
々
の
自
然
体
験
プ
ラ
ン
を
つ
く
る
こ
と

を
始
め
て
い
ま
す
。

　

村
に
根
差
し
た
守
り
た
い
文
化
、風
習
を

参
加
者
に
体
験
し
て
も
ら
い
、自
然
の
中
で

の
営
み
、自
然
の
豊
か
さ
に
気
付
き
、参
加

者
も
運
営
者
も
共
に
感
動
で
き
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　

プ
ラ
ン
と
言
っ
て
も
大
げ
さ
な
の
も
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

例
え
ば
、山
菜
採
り
、た
け
の
こ
採
り
、お

茶
摘
み
な
ど
で
す
。
村
の
人
に
と
っ
て
、食

材
を
採
っ
て
食
す
こ
と
は
当
た
り
前
の
よ

う
に
感
じ
ま
す
が
、こ
の
日
常
の
作
業
が
、

観
光
で
訪
れ
る
方
々
に
と
っ
て
は
価
値
あ

る
も
の
だ
っ
た
り
す
る
の
で
す
。

　

４
月
中
旬
か
ら
５
月
下
旬
に
か
け
て「
採

る
、摘
む
、食
す
」の
観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
村
の
魅
力
を
体
験
し
て
も
ら
え

る
よ
う
に
、星
空
や
雲
海
観
賞
を
組
合
せ

た
宿
泊
付
の
プ
ラ
ン
な
ど
も
考
え
て
い
ま

す
。

と
精
油
を
混
ぜ
合
わ
せ
て
３
か
月
ほ
ど
密

閉
熟
成
す
る
だ
け
で
す
。
仕
上
が
る
ま
で

絶
対
開
け
て
は
い
け
な
い
の
で
、香
り
の
確

認
は
し
ば
ら
く
の
辛
抱
で
す
。

　

完
成
ま
で
時
間
は
か
か
り
ま
す
が
、村
に

あ
る
自
然
の
産
物
を
混
ぜ
合
わ
せ
て
自
分

の
好
み
の
香
り
を
見
つ
け
出
す
楽
し
み
も

で
き
そ
う
で
す
ね
。

　

榊
に
つ
い
て
は
、榊
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
講

座
で
、括
り
榊
に
限
ら
な
い
榊
の
商
品
開
拓

を
実
践
し
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、松
ぼ
っ
く
り
な
ど
の
村
に
あ
る

植
物
と
花
を
合
わ
せ
た
榊
の
新
し
い
見
せ

方
。
榊
の
葉
の
１
枚
１
枚
を
花
と
し
て
見

せ
る
工
夫
。
講
座
を
続
け
て
い
く
な
か
で
、

商
品
と
し
て
売
れ
そ
う
な
作
品
も
出
て
き

　

ハ
ー
ブ
に
つ
い
て
は
、２
月
の
ハ
ー
ブ
講

座
で
村
に
あ
る
自
然
の
材
料
を
ふ
ん
だ
ん

に
使
っ
た
ポ
プ
リ
づ
く
り
を
し
ま
し
た
。

　
『
ポ
プ
リ
』と
は
、芳
香
の
あ
る
種
の
草
花

を
乾
燥
さ
せ
た
も
の
で
、ま
た
そ
れ
を
入
れ

た
容
器
を
指
し
ま
す
。

　

材
料
は
ヨ
モ
ギ
、榊
、番
茶
、と
ハ
ー
ブ
で

す
。
そ
れ
ぞ
れ
村
に
と
っ
て
は
身
近
な
も

の
で
す
が
、ま
さ
か
ポ
プ
リ
の
材
料
に
な
る

と
は
考
え
て
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

作
り
方
は
簡
単
で
、乾
燥
さ
せ
た
ハ
ー
ブ

　

み
な
さ
ん
の
ア
イ
デ
ア
を
カ
タ
チ
に
し

て
い
く
機
会
、そ
し
て
村
に
あ
る
産
品
の
情

報
発
信
の
機
会
と
し
て「
と
つ
ワ
ン
マ
ー
ケ

ッ
ト
」を
開
催
し
ま
す
。
４
月
１
日
を
ス
タ

ー
ト
に
毎
月
開
催
し
て
い
き
ま
す
の
で
、お

気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
一
緒
に「
と
つ
ワ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
進

め
て
い
き
ま
し
ょ
う
！（
村
報
と
つ
か
わ
３

月
号
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
し
た
３
月
31

日
開
催
を
４
月
１
日
に
変
更
し
ま
し
た
）

地域雇用創造協議会事務局

村
を
元
気
に
す
る
た
め
に

〜
地
域
雇
用
創
造
協
議
会
〜

村
を
元
気
に
す
る
た
め
に

（
第
16
回
）

（
第
16
回
）

〜
地
域
雇
用
創
造
協
議
会
〜

十津川村小原225-1
十津川村役場観光振興課内
電話：0746-62-0004
   （内線：235・236・237）

【発信】

ユリやリンゴをはさんだ榊のリース

十津川素材をふんだんに
使ったポプリ
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（敬称略）
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おくやみおくやみ
榎本　元治

玉置　　勝

中畑キサノ

東　タマ子

北村　幸子

93

88

95

99

73

27

28

7

17

17

歳

歳

歳

歳

歳

2月

2月

3月

3月

3月

日

日

日

日

日

（猿　飼）

（折　立）

（川　津）

（猿　飼）

（込之上）

おめでたおめでた
小田　燿大 2月25日
父：雄軌　　母：萌美　（武　蔵）

（あきひろ）　 男

東　　昇 3月12日
父：正　　母：楊 欣潔　（湯之原）

（のぼる）　 男

市原　光恭（長　殿） 松川木之実（宇陀市）

ご 結 婚ご 結 婚

大槻　智久ちゃん（竹筒）
（4月2日生まれ・満３歳）
このまま伸び伸び　
　　　　　育ってね♪

父…国彦　　母…路代

ともひさ はるあき

大槻　遼明ちゃん（竹筒）
（4月2日生まれ・満3歳）
いつもパワーに　　
　　圧倒されてます☆

父…国彦　　母…路代

まだまだ若い者には負けやぁせん！
坂本　利弘さん （81歳） 大字上野地

としひろ

　このコーナーでは、発
行月に誕生日を迎える
１歳から３歳までのお
子さんや、ご結婚された
幸せなお二人の写真を
募集しています。5月
号に掲載希望の方は、
4月20日（金）までに原
稿をお寄せください。
　詳しくは、総務課・広
報係までお気軽にお問
い合わせください。
☎0746（62）0001

「防災とつかわ」から緊急地震速報
　大きな地震（震度４以上）が来る
数秒前に、防災無線で緊急地震速報
が流れます。
　いつ起こるか分からない地震に対
応するため、消防庁からの緊急情報
を市町村の行政無線が受信すると、
自動で起動し防災無線で放送するよ
うになっています。警報音のあと、音
声で「緊急地震速報。大地震です。
大地震です」と流れます。
　地震速報は、大きな地震が来る数
秒前に放送するため、まず、身の安全

を確保し、落ち着いて危険な場所か
ら遠ざかってください。
あなたの防災無線戸別受信機は大
丈夫ですか？
　みなさんのご家庭にある「防災と
つかわ」を受信する個別受信機は『コ
ンセント』からの電源で動いているた
め、災害などが発生し停電した場合、
防災無線が受信できなくなります。
　これを防ぐために電池（単2もしく
は単1を4本）を取りつけ、停電したと
きでも無線が受信できるように備えて
おくことが大切です。新品の電池であ

れば、停電のときでも３日程度は受信
できます。
　電池は消耗品です。災害に備え
て定期的に交換しましょう。

　学校を出てから林業と農業で15年、その後は
公職に入り、26年余り勤めました。現在は、村営
駐車場で月に一週間ほど勤めながら趣味の山仕
事や畑仕事を行っています。食事など健康には気
を使っています。

緊急地震速報と防災無線戸別受信機ぼうさい No.1

　　着信ランプ（黄）
　　（着信すると点灯
　　します。）

電源ランプ（緑）
  （点滅を始めたときは
　乾電池を交換して
　ください。）

４月
５月
６月
７月
８月
９月
10月
11月
12月
１月
２月
３月

１期

２期

３期

４期

１期

２期

３期

４期

全期

１期
２期
３期
４期
５期
６期
７期
８期
９期
10期

５月 １日
５月31日
７月 ２日
７月31日
８月31日
10月 １日
10月31日
11月30日
１月 ４日
１月31日
２月28日
４月 １日

納期限または
口座振替日

国民健康保険税
（普通徴収）軽自動車税固定資産税村県民税

（普通徴収）

平成24年度村税納期カレンダー
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　春は別れと出会いの季節。
４月６日、４つの中学校が統合して
新たに十津川中学校が開校しまし
た。春休み期間中、生徒たちもワクワ
クとした気持ちで新たな中学校に思
いを馳せながら過ごしていたのでは
ないでしょうか。十津川中学校とし
て新たに１ページが刻まれました。
村民憲章に「歴史と伝統を大切にし
ましょう」とあるように、これまで４中
学校で培われてきた歴史や伝統を
この中学校でも引き継いでいくとと
もに、十津川中学校として独自の歴
史を築いていってほしいと思いま
す。                                      （R・M）

第７回市町村対抗子ども駅
伝大会1区のスタート

　今年も桜の開花が新しい年度の訪
れを告げてくれました。年々歳を重ね
るごとに春夏秋冬のめぐりが加速し、
それに続けと記憶力の低下や物忘れ
が押し寄せてくるのを実感せずにはい
られない今日です。
「記憶を風化させない次代に伝える」た
めに、東日本の沿岸部、3.11の津波到
達点に、桜の苗木が地元の方々の手に
よって植樹されました。何年後、何十年
後、立派な桜並木が、毎年、満開の姿で
新しい年度の訪れと、防災の大切さを
示し続けてくれるのだと思いました。
24年度も村報とつかわをよろしくお願
いします。                              （Ｙ・Ｔ）

●世帯数　1,950世帯（-43世帯）

●人　口　3,926人（-63人）

【平成24年4月１日現在  （　）は前月比】

男性 　1,947人（－36人）／女性　1,979人（－27人）

4月1日から十津川村暴力団排除条例が施行されました。

　「郷士くん」は、十津川郷士の功績を後世に伝え、村の活性化の使命を背負って
誕生しました。現在、村では携帯ストラップ、ピンバッジ、手ぬぐい、タオルハンカ
チ、ステッカーなどの「郷士くん」グッズを製作しＰＲ活動を行っています。
　さらにより広く「郷士くん」の活躍の場を求めています。十津川村イチオシの
おみやげものとなる様な、「郷士くん」グッズを作ってみませんか。村のＰＲや活
性化に、ぜひご利用ください。

◎「郷士くん」キャラクターデザインの使用について
　パンフレットや広報などに使用できます。使用料は無料です。
◎「郷士くん」出張出演も受け付けています。
◎キャラクターデザインの使用や出張出演については、下記まで
　お問い合わせください。
　【お問い合せ・申請先】十津川村観光振興課　℡０７４６－６２－０００４
　　村のホームページでもご覧になれます。
　　http://www.vill.totsukawa.lg.jp/www/contents/1278635562772/index.html

「郷士くん」グッズを作ってみませんか？

ピンバッヂ 携帯ストラップ

ステッカー

のぼり
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